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序

宮崎市では第三次総合計画を策定し、基本目標の一つとして「豊かな心と創造性

をはぐくむ教育文化都市」の実現に向けて取り組んでおります。文化財行政におき

ましても現在進行中であります生目古墳群整備事業を一つの大きな柱として、市民

に向けて文化遺産、埋蔵文化財への関心、理解を深めて頂きたいと努めております。

1 本書は平成 9年度に発掘調査を行いました下郷遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書

であります。下郷遺跡の周辺には垂水遺跡、柏田貝塚、下北方古墳群、宮崎城址等、

. 
宮崎市の歴史を語る上で重要な遺跡、文化財が多数存在しており、今回の調査の結

果、下郷遺跡は弥生時代の特徴的な「環濠集落」であることが解 り、環濠の他、竪

穴住居跡など貴重な遺構が多数検出され、それに伴って多量の弥生土器が出土 し、

日向地方の弥生時代の歴史を解明する上で大変貴重な資料となるものと考えられま

す。

本書が学術研究、埋蔵文化財への理解、歴史教育の場で、僅かでも役立つならば

幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査に従事された作業員の皆様、ご協力とご理解を頂

きました関係機関の方々に心からお礼を申しあげます。

●

平成 H年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 内  藤 夫泰
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第 I章 は じ め に

第 1節 調査 に至 る経緯

下郷遺跡はもともと山林であつたが、株式会 より宅地造成計画が持ち上が り、平成 7

年 2月 、当該地域の埋蔵文化財の有無についての照会が文化振興課に提出された。文化振興課

では当該地域の周辺に平和台下遺跡 。大宮中学校校庭遺跡・宮崎大学茶園遺跡・垣下遺跡など

といつた周知の遺跡が多数存在 していることから、開発に先立つ試掘調査が必要であると説明

した。

それに基づいて、平成 8年 3月 に試掘調査を行った結果、溝状遺構の検出と弥生土器片が確

認され、本調査 を行 う旨を通知 したが、山林の未伐採部分や同意書の未取得により調査できな

い部分が残されていた。そこで山林伐採 。同意書取得後の同年 10月 、改めて試掘調査を行った。

この際にも溝状遺構の検出と弥生土器片が確認され、調査範囲が確定された。

第 2節 立地 と歴史的環境

下郷遺跡は、宮崎平野の中央部を流れる大淀川下流北岸の標高約 90mの洪積台地 (通称垂

水台地)か ら南へ となだらかに傾斜 しながら伸びる下北方丘陵の東南部の先端に位置 し、観音

寺池によって遮断されるかたちで下北方丘陵とは独立 した約 30mの小丘陵上にあ り、北側に

は丘陵が、東側 と南側には沖積平野が広が り、宮崎平野が一望できる。

下北方丘陵の基幹をなす垂水台地中央部には平成 5年度の調査でナイフ形石器、角錐状石器、

スクレイパー、剥片尖頭器などの旧石器時代の遺物が出土 した垂水第 1遺跡や縄文時代早期の

前平式上器、吉田式土器などの遺物が出上 した伊屋ヶ谷遺跡など、旧石器時代や縄文時代の遺

跡が多 く存在する。垂水台地から南方へ伸びる丘陵は 2つ に分岐 してお り、ひとつが下郷遺跡

の位置する下北方丘陵で、もうひとつは上北方低地を挟んだ西側に位置 し、大淀川によって遮

断される。その南端部は大正 7年に浜田耕作らによって調査され縄文時代早期の柏田式土器 (塞

ノ榊式上器)な どが出土 した柏田貝塚がある。また柏田貝塚の北側の丘陵斜面と上北方低地を

挟んだ下北方丘陵の西北側には、瓜生野古墳群があり60基余 りの横穴墓が確認されている。さ

らに、下北方丘陵には多 くの古墳が分布する。丘陵のほぼ中央部に位置 し、現在、平和が丘団

地 となっている辺 りに池内横穴群がある。昭和 43年天理大学により調査が行われ、 30基の横

穴墓が確認されたが、現在では 4基が残されているにすぎない。丘陵南端部には、下北方古墳

群があり、前方後円墳 4基、円墳 12基、地下式横穴墓 9基により構成され、昭和 26年 に県教

育委員会が主体となり調査を目的として組織された日向遺跡調査団により1号墳 (指定 13号墳)、

2号墳 (未指定)、 3号墳 (指定 14号墳)が調査 され l号墳、 2号墳 より、円筒埴輪や形象埴

輪が出上 しており、 1号墳出上の円筒埴輪はV期 にあたることから6世紀初頭の築造 と考えら

れる。また、昭和 44年 に4号地下式横穴墓、 50年に 5号地下式横穴墓、 57年に 7・ 8。 9

号墳 (い ずれも円墳 )、 地下式横穴墓を2基、市教育委員会が調査 し、 5号地下式横穴墓からは

金製垂飾付耳飾、玉類、変形獣形鏡、変形文鏡、直刀、剣、鉾、鉄鏃など多 くの副葬品が出土
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してお り、築造年代 は 5世紀後半 とされている。また、下北方古墳群の東南部の沖積平野部に

ある宮崎神宮内に船塚古墳が所在 し、詳細は不明だが墳形か ら 5世紀後半から 6世紀前半 にか

けて築造 されたと考えられる。また大淀川対岸の跡江台地を中心 とする地域 には目指定史跡生

目古墳群が所在 し、古墳時代前期か ら後期の 7基の前方後円墳 と 15基の円墳が残存 し、跡江

台地の南東部 には弥生時代中期から後期の環濠集落があ り、 V字溝、住居、周溝状遺構、土墳

墓などが検出されてお り、表採資料ではあるが、小型傍製鏡が出土 している。下郷遺跡に隣接

する場所では多 くの遺跡が存在する。西側 に隣接する市立大宮中学校 (大宮中学校校庭遺跡 )

か らは、前述 した日向遺跡調査団により弥生時代中期 を中心 とする遺物が出土 している。また

東側裾部には宮崎大学茶園遺跡、東側低地には垣下遺跡があ り、宮崎大学茶園遺跡からは、撹

乱中ではあるが弥生中期土器片が 26点出上 し、垣下遺跡からは竹製の笙や木製の鍬、大板、杭、

炭化米の付着 した土器が出土 している。

平安時代にはこの地方は宇佐八幡宮 (豊前国)の領地たる宮崎の荘 となった。

さらに下北方丘陵中央部には宮崎城址がある。宮崎城は南北朝の内乱の際、延元元年 (1336)

に伊東氏の将図師六郎入道慈円が この城に拠 って南朝 に応 じ兵 を挙げたのが始 まりである。そ

の後宮崎城は一時は島津氏が入つたが、天正 15年 (1587)の 豊臣秀吉の九州征伐で九州諸大

名の国割 りが行われ、宮崎は延岡藩の高橋氏の領土 とな り権藤種盛 を城代 とした。そ して、慶

長 5年 (1600)の 関ケ原の戦いの際、高橋氏 は西軍 に属 し、東軍 に属 した飲肥藩の伊東祐兵

は稲津掃部助 をして宮崎城 を攻め させ城は落ちた。だが高橋氏 は関ケ原で東軍 に寝返 つてお

り本領安堵 とな り、宮崎城 も高橋氏 に返 された。その後、延岡藩主は有馬氏へ と替 り、元和元

年 (1615)の一国一城令で宮崎城は廃城 となった。そのため延岡藩は代官所 を置いて宮崎 を

治めることにした。この代官所の位置は現在の大宮中学校のある場所である。

(参考文献〉

児玉幸多監惨『日本城郭大系 16～ 大分・宮崎・愛媛～」 新人物往来社 1980

「下北方地下式横穴墓第5号」 宮崎市教育委員会 1977

「宮崎市遺跡等詳細分布調査報告書Ⅱ」 宮崎市教育委員会 1990
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6.船塚古墳   7.
11.生 目古墳群  12.
16.金岡」寺原第 2遺跡

第 1図 下郷遺跡位置図

宮崎大学茶園遺跡  3.垣 下遺跡   4.大 宮中学校校庭遺跡
下北方古墳群    8.池 内横穴群  9.上北方横穴群

石ノ迫第 2遺跡   13.宮 崎城l■   14.垂水第 1遺跡
17.小原山第 1遺跡  18.小原山第 2遺跡 19.阿部ノ本遺跡

5.黒太郎遺跡
10.柏田貝塚
15.金剛寺原第 1遺跡
20.伊屋ヶ谷遺跡
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第Ⅱ章 調 査 の 結 果

第 1節 調査の概要

下郷遺跡は宮崎市下北方町下郷 6054-イ 外に所在 し、発掘調査は、平成 9年 5月 6日 ～平

成 9年 9月 11日 までの期間実施 した。発掘調査前の遺跡の現状は山林で、表土を剥いだ後 も

多 くの樹根に悩まされながらの調査であった。

標高約 30mの小丘陵上に立地 してお り、丘陵全体が ドーム状になってお り、平坦面が少なく、

標高 29～ 30mに当たる部分でしか平坦面が無 く、南部分、東部分には平坦面が広がるものの

西側、北側では僅かしか無い。東部分、南部分、南西部分の丘陵縁辺部のほとんどが現在の造

成工事により旧地形が削 り取 られ急崖 となってお り、北西側は丘陵下の観音寺池に向かい標高

約 27m前後で 1段のテラスを持ち、急勾配で下がつてい く。南西側の約半分でもテラスがみ

られ、北側は西側に入 り込んだ谷があるため丘陵が舌状に発達 してお り、標高 28～ 29mで 1

段ロテラスを持ち、標高 25mで 2段ロテラスを持つ。

調査は平坦面 とテラス面そ してそれらの縁辺部に絞 られたが、平坦になる標高 30mを超す

丘陵墳頂部周辺一帯においては、表土除去後礫層が広がってお り、礫層部分では遺構の検出

は不可能であると考えられた。

下郷遺跡では基本層序 といちばん平坦 となる丘陵墳頂部周辺一帯において礫層 となってお り、

比較的土の残 りの良い東側、南側平坦面においても土層 自体は傾斜 してお り、基本 となるべ

き土層の厚 さというものを計 ることができなかった。 I層 ―表土、 Ⅱ層―黒褐色土、Ⅲ層―

暗褐色土、Ⅳ層―褐色土、V層 ―黄色土 (シ ラス ー部でAT)、 Ⅵ層―礫層 となってお り、表

土除去後、西側平坦面、西側テラス、北側 2段 ロテラスは既にV層が露出 してお り、北側平

坦面はⅣ層が、北側 l段 ロテラスはⅢ層が露出していた。調査の結果、弥生時代の環濠が ll

条、住居 22軒、竪穴状遺構 25基、貯蔵穴 19基、土坑 22基、溝状遺構 l条が検出された。環濠

は丘陵の等高線 とほぼ平行に巡つてお り、後世の造成が入る前からも現在ほどではないにしろ、

独立丘陵であったことがうかがえる。弥生時代以外では、縄文時代の集石が 4基、近世の溝状

遺構が 1条、時期不明の掘立柱建物が 2軒検出された。南側、東側の平坦面に設定 した 3本

の トレンチより、縄文時代の上器、旧石器時代のナイフ形石器、剥片尖頭器、三稜尖頭器等

が出土 した。
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第 2節 弥生時代の遺構 と遺物

(1)遺構

環濠

環濠 1(第 5。 6図 )

東側斜面部で検出された。南北に巡ってお り、南側は崖部 となってお り不明である。全長約

13m以上、幅 1。 3m、 底幅 0。 5～ 0.9m、 深 さ 70～ 95 cmを 計 り、断面は逆台形を呈する。

北から南に向かつて約 40 cmの 2段の段落ちを持ちながら下つてい く。住居 11・ 12・ 20、 竪

穴状遺構 25に切られている。遺物は底面で甕、壺、鉢が出土している。

環濠 2(第 4図 )

北側斜面部で検出された。環濠 1の北側の延長上に南から西へ弧 を描 きなが ら巡ってお り、

全長約 10m、 幅 2.Om、 底幅 0。 6m、 深さ70～ 95 cmを計 り、断面はV字形を呈 し、環濠 3

との間は陸橋部 となる。環濠 1と 繋がる可能性があるが断面形が環濠 1と は違いがあるため環

濠 2と 名称は別 とした。貯蔵穴 1、 住居 10に よって切 られてお り、遺物は床面では出土 して

おらず、埋土中より、甕、壷などが出上 している。

環濠 3(第 4・ 7図 )

北側斜面部で検出された。環濠 2の西側の延長上に東から西へほぼ直線的に巡ってお り、全

長約 15m、 幅 2.Om、 底幅 0。 4～ 1。 3m、 深さ80～ 120 cmを 計 り、東から約 10mの位置

で約 40 cmの 段落ちがみられ、その部分 より東側は逆台形、西側はV字形の断面を呈する。竪

穴状遺構 1、 貯蔵穴 2、 土坑 13・ 22に よつて切 られてお り、環濠 2、 環濠 4と の間は陸橋部

となる。遺物は床面では出土 しておらず、埋土中より、甕、壷、高杯等が出土 している。

環濠 4(第 4図 )

西側の斜面部で検出された。環濠 3の西側の延長上に、東から南西へ大 きく弧 を描 きながら

巡ってお り、全長約 30m、 幅 1.8～ 2.5m、 底幅 0.4～ 0。 7m、 深 さ 150～ 170 cmを 計 り、

断面はV字形を呈するが傾斜地であるため溝の外側の壁面の高さが約 30 cmの 部分 もある。南

西から東へ緩やかに下つていき、環濠 3と の間は陸橋部 となる。遺物量は少なく、埋土中より

甕、壷、高杯等が出土 している。

環濠 5(第 4図 )

西側の斜面部で検出され、礫層面まで掘込まれてある。環濠 4の南側の延長上に北から南ヘ

弧を描 きながら巡つてお り、全長 ll m以上、幅 1.0～ 4.Om、 底幅 0。 4～ 0。 7m、 深 さ 150

～ 170 cmを計 り、南側の一部を除いて、溝が 2条並行するような状態になってお り、内側の溝

が外狽1に 1度立ち上がるものの、す ぐその外側で溝状遺構がまた掘込まれている。同時期に存

在 したものか、溝の掘変えによるものかは埋土状況からは判断できなかった。遺物は、底面に

おいて完形の壷が破片になった状態で出上 し、埋土中から甕等が出土 している。

環濠 6(第 5図 )

南側の傾斜の急な斜面部で約 18m検出された。南西から北東に弧を描 きなが ら巡っている。

内側壁面は検出されたが、外側壁面及び底面は後世の造成によって確認することができなかっ

1
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第 5図 環濠 1・

た。北側部分の掘込みより約 1.Om落 ちたところで東西 10m以上、南北 2.5mの テラスを持

ち、他にも2箇所でテラスがみられる。遺構埋土が 4層 からなってお り、上層から I層黒色土、

Ⅱ層黄色土、Ⅲ層黒褐色土、Ⅳ層オリーブ色上が確認され、 I層黒色土を除去 しⅡ層黄色土面

に揃えた際、テラス部分の北側で長 さ 4.5m、 幅 1.Omの範囲で焼土が多量に確認 された。

遺物は各層で出土 し、特に I層 、Ⅱ層で完形のものや破片が多数出土 している。それらの多 く

は投棄されたものと考えられる。出土量は下層にい くに従い少なくなる。

環濠 7(第 4図 )

北側の 2段ロテラスで検出された。東側から西側へ緩やかな弧を描いて巡っている。全長約

25m以上、幅 2.Om、 底幅 1.0～ 1.5m、 深 さ 30～ 150 cmを 計 り、断面は逆台形 を呈 し、 |
溝東部分で幅 1.6mの 陸橋部がみられる。東側、西側は谷部 となってお り不明である。遺物は

埋土中から多数出土 してお り、特に底面から約 10 cm浮 いた位置でほぼ完形の甕、壷、器台や

多 くの土器片が出土 している。

環濠 8(第 4図 )

北側の 2段 ロテラスで確認された。東側から西側へ弧を描いて巡っている。全長約 20m以上、

幅 3.5m、 底幅 2.5m、 深さ 55～ 90 cmを 計 り、断面は逆台形を呈する。東側は谷部 となっ

てお り不明である。東から西に向かって下つていき、環濠 7と 合流する。遺物は環濠 7と 合流

する部分の手前で甕、壷等の破片が床から約 40 cmの 位置でレンズ状に出土 してお り、埋土が

堆積する段階での流れ込みと考えられる。

環濠 9(第 4図 )

西側の 2段 ロテラスで検出された。南側から東側へ大 きく弧を描いて巡つている。全長約 60

m以上、幅 2.5～ 3.5m、 底幅 1.0～ 3.Om、 深さ 10～ 75 cmを計 り、断面は逆台形を呈す
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る。東側は谷部 となってお り、南側は後世の造成のため不明である。南から西に向かって下つ

てい く。遺物は多数出土 してお り、遺物がほぼ床面で集中して出上 したブロックが 8箇所あり、

一番東側のブロックでほぼ完形状態の甕、壷、破片状態の高杯などが多数出土 してお り、それ

らの多 くは投棄されたものと考えられる。

環濠 10・ 11(第 3図 )

西側の崖部で検出された。環濠 10は東西 3m以上、環濠 Hは東西 5m以上を計 り、後世の

造成により環濠 10は 内側の壁面及び底面、環濠 11は 内側の壁面のみが検出された。 2溝共に

丘陵の斜面 と並行に巡っている。

住居

住居 1(第 8図 )

1段 ロテラスの北縁で検出された。南北 3.5m以上、東西約 4.Om、 深 さ約 45 cmを 計 り、

隅丸長方形プランを呈するが北壁は斜面部のため不明である。柱穴は検出されておらず、南壁

寄 りのほぼ中央部に直径 70 cmの土坑を持つ。遺物は床面にほぼ近い位置で、甕、壷、鉢、 ミ

ニチュア鉢が出土 してお り、大型の磨製石鏃等、埋土中からも多 くの遺物が出土 した。

住居 2(第 9図 )

住居 1の西側に近接する状態で検出された。南北 3.Om以上、東西約 4.5m、 深 さ約 30 cm

を計 り、隅丸長方形プランを呈するが北壁は斜面部のため不明で、また土坑 10,ll e 12と

切 り合っている。柱穴は 2本検出されてお り、 2本 とも主柱穴 と考えられる。遺物は床面から

はほとんど出土 しておらず、埋土中から多 くの土器片が出土 した。

住居 3(第 34図 )

西側の斜面部で検出された。南北 1.8m以上、東西約 3。 Om、 深さ 55 cmを計 り、不定形な

プランを呈する。斜面部に位置するため、約半分から北側は不明で、貯蔵穴 13と 土坑 30と 切

り合う。南東の住居の隅で直径 48 cm、 深さ36 cmの柱穴を検出したが、位置的に主柱穴の可能

性は低い。また南西寄 りの位置で深さ 10 cmの土坑状の掘込みがあ り、その床面から焼土 と炭

が確認された。遺物は床面近 くで甕、壺、椀、蓋が出土 している。

住居 4(第 10図 )

西側の斜面部で検出された。南北 2.Om以上、東西約 4.Om、 深さ約 35 cmを計 り、方形プ

ランを呈するが、斜面部に位置するため、約半分から北側は不明で、西南の住居の隅を水穴に

よって切 られている。柱穴は 3本検出されたが、深 さ、位置的に主柱穴である可能性は低い。

住居の至る所で炭、焼土が確認され、焼失による住居の廃絶が考えられる。遺物は床面からや

や浮いた位置で土器片が多量に出土 している。

住居 5(第 13図 )

西側の斜面部で検出された。南北 2.6m以 上、東西約 3。 2m、 深さ約 25 cmを計 り、隅丸方

形プランを呈する。斜面部に位置するため、北壁は不明で、土坑 8を切っている。柱穴は検出

されていない。遺物は、ほぼ床面で多量に出土 してお り、甕、高杯が破片の状態で、椀がほぼ

悩
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完形の状態で出土 している。

住居 6(第 11図 )

西側の斜面部で検出された。南北約 2.6m、 東西約 3.2m、 深さ約 36 cmを 計 り、隅丸長方

形プランを呈する。斜面部に位置するため、北壁の立上が りが 3 cmし か残っておらず、住居西

側隅は不明である。土坑 25と 切 り合 う。南壁寄 りのやや西側に位置で直径 loOm、 深 さ 30

cmの 土坑を持ち、住居のほぼ中央部で深 さ40 cmの 柱穴が 1本検出された。遺物は床面から約

10 cln浮 いた位置で甕、壷、高杯等が出土 している。

住居 7(第 16図 )

西側の斜面部で検出された。南北約 2.2m、 東西約 2.7m、 深さ約 25 cllaを 計 り、隅丸長方

形プランを呈する小型の住居である。斜面部に位置するため、北壁の約 4分の 3と 西壁の約 3

分の 1が不明である。柱穴は検出されていない。遺物はほぼ床面、もしくは床面から約 10 cm

浮いた位置で甕、壷、高杯等が出土 してお り、住居の東壁に近い部分において、甕が伏せ られ

た状態で出土 し、その中から壷が、またその中から朱が ミニチュア鉢に入れられた状態で出土

した。

住居 8(第 19図 )

東側のほぼ平坦面で検出された。南北約 5。 2m、 東壁長約 3.5m、 西壁長約 5。 2m、 深さ

約 10 cmを 計 り、台形プランを呈する。竪穴状遺構 12、 土坑 と切 り合う。柱穴は検出されてお

らず、住居のほぼ中央部から焼土が 1.7× 0.7mの範囲で確認された。遺物は土器片が床面

から約 10 cln浮 いた位置で出土 した。

住居 9(第 37図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北約 2.9m、 東西 3.7m、 深さ 15 clnを 計 り、貯蔵穴

14と 切 り合 う。また不定形なプランを呈するため、他遺構 と切 り合う可能性があるが土層断

面での確認はできなかった。柱穴は確認されていない。遺物は土器片が床面からやや浮いた位

置で出土 している。

住居 10(第 4図 )

北側の斜面部で検出された。南壁 3.3m、 南北約 3。 3m以上、深さ約 10 clnを 計 り、隅丸長

方形プランを呈する。環濠 2の上から切 り合ってお り、環濠 2を挟み崖部 となっているため東

側約 3分の 1は不明である。柱穴は検出されていない。遺物は甕、壺、鉢、器台、高杯 とバリ

エーションに富むが、すべてが床面の高さで破片の状態で出土 している。また、 10 cm大の円

礫が他の遺物に混 じって出土 してお り、中には約 30 cmあ るものもみられる。

住居 11(第 5図 )

東側の斜面部で検出された。南北約 3.3m、 東西 1.7m以上、深さ約 40 cmを 計 り、西壁の

一辺 と北壁、南壁の一部 しか残っておらず、環濠 1を切ってお り、環濠 1を挟み崖部 となって

いるためプランは不明である。柱穴は検出されていない。隅九長方形プランを呈する。床面で

長さ 80 cmの 炭化木が確認されている。遺物は埋土中から土器片が多数出土 してお り、住居廃

絶後の流れ込みと判断される。

-17-



第 16図 住居 7実測図
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第 17図 住居 17、 竪穴状遺構 19実測図
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第 19図 住居 8、 竪穴状遺構 12実測図
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第21図 住居 21・ 土坑 27実測図
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住居 12(第 6図 )

住居 llの南側に近接する状態で検出された。南北約 3.3m、 東西 2.8m以上、深さ約 55

clnを 計 り、環濠 1を 切ってお り、環濠 1を 挟み崖部 となっているためプランは不明である。柱

穴は 2本検出されたが、住居西壁の中心軸に直行するライン上で直径 20 cm、 深さ 35 clnの 柱穴

が主柱穴の 1本 と考えられるが、他の柱穴は検出することができなかった。遺物は埋土中から

多量の上器片が出土 しており、また完形の奏と壷が床から約 25 cm浮 いた位置で出土 している。

住居 13・ 14(第 5図 )

東側の丘陵縁辺部で検出された。それぞれ、西壁の一辺 と北壁、南壁の一部 しか残つておら

ず、プランは不明である。遺物は土器片が多量に出土 してお り、住居 13で はほぼ完形の奏が

出土 している。

住居 15(第 18図 )

東側のほぼ平坦部で検出された。南北約 5.Om、 東西 5.Om以上、深さ約 15 clnを 計 り、方

形プランを呈 し、南壁、北壁の中央部で 1.5mの突出部がみられるため、「方形間仕切 り住居」

と考えられる。柱穴は確認できなかった。住居中央部で南北約 2.Om、 東西 0。 7m、 西壁の

中央部近 くで焼土が確認 された。北壁中央部、東壁北側で溝状遺構 1と 切 り合 う。遺物は床面

から 10 cm浮いた位置で土器片が多量に出土 した。

住居 16(第 20図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北約 2.9m、 東西 3.7m、 深さ 15 cmを 計 り、また不

定形なプランを呈するため他の遺構 との切 り合いが考えられるが、土層断面では確認すること

ができなかった。遺物は床面よりやや浮いた位置で、高杯の破片、完形の壷等が出土 してお り、

拳大の円礫 も他の遺物に混 じり出土 している。

住居 17(第 17図 )

南側の平坦部で検出された。南北約 3.2m、 東西 2.6m、 深さ 22 clnを 計 り、長方形プラン

を呈する。竪穴状遺構 19と 切 り合 う。柱穴は確認できなかった。遺物は土器片、拳大の円礫

が床面から 10 cm浮いた位置で出土 した。

住居 18(第 5図 )

南側の平坦部の縁辺部で検出された。南北 2.5m以上、東西 3.2m、 深さ 25c14を計 り、東

西に長い長方形プランを呈する。柱穴は西側で 3本検出されたがいずれも主柱穴とは考えられ

ない。遺物は床面より15 cm浮いた位置で数十点出土 している。

住居 19(第 7図 )

環濠 3を切って検出された。南北 2.6m、 東西 2.lm以上、深さ 80 clnを 計 り、隅丸方形プ

ランを呈する。遺物は遺構北東部で土器片が集中して数点出上 した。調査時は住居 として取 り

扱ったが、竪穴状遺構であると考えられる。

住居 20(第 6図 )

東側の傾斜の急な斜面部で検出された。南北約 3.6m以上、東西約 2.5m以上、深さ約 60

cmを計 り、住居隅は南側部分が残るのみで北西部分は貯蔵穴 19と 切 り合い、東側は環濠 1を

-21-



「

~

挟み崖部になっているため、全体のプランは不明である。住居南壁寄 りで直径 55 cm、 深さ 78

cmの柱穴が 1本検出され、主柱穴の可能性が高いが他は検出されなかった。遺物は床面近 くで

出上 してお り、甕、壺、鉢、高杯、器台、ミニチュア土器 とバリエーションに富んでいる。

住居 21(第 21図 )

西側傾斜の急な斜面部で検出され、礫層面まで掘込まれている。南北約 4.5m、 東西約 2.5

m以上、深 さ約 20 cmを 計 り、隅丸方形プランを呈する。斜面部に位置するため西側半分は不

明である。南壁が土坑 27と 切 り合つてお り、柱穴は検出されなかった。床面は斜面の傾斜方

向と同じ方向に傾いている。遺物は床面の高さで、完形の甕が潰れた状態で出土 している。

住居 22

北側の斜面部で検出された。環浜 2の 上から切 り合 う状態で存在 していたと考えられるが、

遺物が一定の高さで出土 したのみで住居プラン、柱穴を検出することはできなかった。遺物は

床面から約 10 cm浮 いた位置で出土 してお り、甕、壷が破片の状態で出土 してお り、ほぼ完形

のものも出土 している。また 10 cm大の円礫 も他の遺物に混 じって多数出土 している。

竪穴状遺構

竪穴状遺構 1(第 7図 )

北側 1段 ロテラス縁辺部で検出された。南北 2.4m、 東西 2.Om、 深さ 110 cmを 計 り、隅

丸長方形プランを呈 し、環濠 3を切っている。柱穴は検出されていない。遺物は検出面より15

cm下がつた位置で土器片が集中して出土 し、遺構廃絶後投棄されたものと考えられる。

竪穴状遺構 2(第 15図 )

西側の平坦部で検出された。南北 2.8m、 東西 2.Om、 深さ 55 cmを 計 り、南北に長い楕円

形プランを呈 し、土坑 2を 切つている。柱穴は検出されていない。遺物は床面および床面から

10 cm浮いた位置で高杯、完形の椀が出土 している。

竪穴状遺構 3(第 22・ 23図 )

北側の平坦部で検出された。上下で竪穴状遺構が切 り合ってお り、上を3-1、 下を3-2

とする。 3-1は 南北 2.Om、 東西 2.4m、 深 さ 5 cmを 計 り、方形プランを呈する。縁辺部

に位置するため北西の隅が不明である。北西部で 25 cmの 範囲で焼上が確認 された。遺物は床

面で土器片が少量出土 した。 3-2は 南北 1.4m、 東西 2.Om、 深さ 25 cmを計 り、長方形プ

ランを呈する。

竪穴状遺構 4(第 24図 )

西側の平坦部で検出された。南北 1,9m、 東西 2.Om、 深さ約 10 cmを 計 り、方形プランを

呈する。柱穴は検出されていない。遺物は床面及び床面から 10 cm浮 いた位置で土器片、円礫

が出土 している。

竪穴状遺構 5(第 25図 )

北側の平坦部で検出された。東西 4.Om、 東壁 2.2m、 西壁 1。 2m、 深さ 25 cmを計 り、台

形プランを呈する。柱穴が北壁寄 りの位置で 2本、遺構南西隅近 くで 1本、土坑が遺構中央部

ｎ
ｕ

a
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で確認された。遺物は床面から 15 cm浮いた位置で大 きめの土器片が数点出土 した。

竪穴状遺構 6(第 26図 )

北側の平坦部で検出された。上下で竪穴状遺構が切 り合ってお り、上を6-1、 下を6-2
とする。 6-1は 南北 4.Om、 東西 4。 2m、 深さ 13 cmを 計 り、不定形プランを呈する。 6-
2は南北 3.6m、 東西 1.9m、 深さ 90 cmを計 り、長方形プランを呈する。柱穴は6-2で 4

本検出されてお り、すべて深さ 10 cm前後で主柱穴 と考えられる。 6-1は 中央部で検出面か

ら約 5 cm下 がった位置で焼土が確認され、ほぼ同レベルで甕、壷の土器片が出上 した。 6-2
は床面から20 cm浮 いた位置で完形の壷が出上 してお り、遺構廃絶後投棄されたものと考えら

れる。

竪穴状遺構 7(第 28図 )

北側の平坦部で検出された。南北 1.6m、 東西 2。 3m、 深さ33 cmを 計 り、長方形プランを

呈する。長軸ライン中央部やや東寄 りの位置で直径 20 cm、 深さ40 cmの柱穴が 1本のみ検出さ

れた。遺物は床面から 10 cm以上浮いた位置で土器片が数点出土 している。

竪穴状遺構 8(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。南北 1.Om、 東西 1.6m、 深さ 55 cmを計 り、長方形プランを

呈する。遺物はほぼ検出面で土器片が集中して出上 した。

竪穴状遺構 9(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。南北、東西共に 2.Om、 深さ 10 cmを 計 り、方形プランを呈す

る。遺物は床面からやや浮いた位置で少量出上 した。

竪穴状遺構 10・ 11(第 27図 )

東側の平坦部で互いに切 り合った状態で検出された。竪穴状遺構 10は南北 2.8m、 東西 2.6

m、 深さ60 cmを計 り、南北に長い楕円形プランを呈 し、西側で 1段のテラスを持つ。

竪穴状遺構 Hは南北 3.Om、 東西 2.2m、 深 さ40 cmを 計 り、南北に長い長方形プランを

呈 し、遺構中央部で直径 26 cm、 深さ20 cmの柱穴を検出した。

竪穴状遺構 12(第 19図 )

東側の平坦部で検出された。南北 1.lm、 東西 3.2m、 深さ25 cmを計 り、東西に長い長方

形プランを呈する。遺構中央部 と東壁に近い位置で確認された。遺物は検出面及び床面から 5

cm浮いた位置で土器片が出土 した。

竪穴状遺構 13(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。南北 1.7m、 東西 2.5m、 深さ55 cmを 計 り、東西に長い長方

形プランを呈する。遺物は床面から 10 cm浮いた位置で完形になる壺が割れた状態で出上 し、

ほぼ同レベルで土器片、磨石、円礫が出土した。

竪穴状遺構 14(第 5図 )

竪穴状遺構 13の南側で隣接した状態で検出された。南北 2.2m、 東西 2.Om、 深さ61 cm

を計 り、不定形なプランを呈する。

|

性
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第 23図 竪穴状遺構 3-2実測図

m

第 22図 竪穴状遺構 3-1実測図
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第 24図 竪穴状遺構 4実測図



第 26図 竪穴状遺構 6実測図

0                      2

第 27図 竪穴状遺構 10・ 11実測図
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竪穴状遺構 15(第 5図 )

東側の平坦部の縁辺部で検出された。南北 1.9m、 東西 1。 2m、 深さ 50 cmを計る。遺構の

ほぼ中央部で直径 20 cm、 深さ 15 cmの柱穴が検出された。遺物は埋土中位で 30 cm大の円礫が

出土 した。

竪穴状遺構 16(第 18図 )

東側の平坦部で検出された。南北 1。 4m、 東西 2.Om、 深さ60 cmを計 り、東西に長い長方

形プランを呈する。遺物は検出面 とほぼ同レベルの遺構南西部隅近 くで土器片、 20 cm大 の円

礫が集中して出土 した。

竪穴状遺構 17(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。南北 2。 2m、 東西 1.3m、 深さ 54 cmを 計 り、南北に長い長方

形プランを呈する。遺物は床面から 15 cm浮 いた位置で遺構長軸ラインのやや北側寄 りで完形

になる甕の破片が出土 した。                               1ノ   |
竪穴状遺構 18(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。南北 1.7m、 東西 1.5m、 深さ36 cmを計 り、南北に長いいび

つな長方形プランを呈する。

竪穴状遺構 19(第 17図 )

南側の平坦部で検出された。南北 1.6m、 東西 1.5m、 深さ 32 cmを計 り、方形プランを呈

する。住居 17と 切 り合つている。遺物は床から 10～ 15 cm浮 いた位置で甕等の土器片、円礫

が少量出土 している。

竪穴状遺構 20(第 5図 )

南側の平坦部で検出された。南北 1.7m、 東西 1.7m、 深さ20 cmを計 り、方形プランを呈

する。遺物は床から 10 cm浮いた位置で甕等の土器片、礫が集中して出土 している。

竪穴状遺構 21(第 4図 )

西側の斜面部で検出された。南北 2.Om以上、東西 2.5m、 深さ20 cmを計 り、楕円形プラ o  a
ンを呈する。北側は斜面部に位置するため不明である。東側の壁面の中位で石錘が出土 した。

竪穴状遺構 22(第 6図 )

東側の傾斜の急な斜面部で検出された。南北、東西共に 2.5m、 深さ 130 cmを 計 り、方形

プランを呈する。環濠 1を 切つている。遺物は埋土中位において土器溜 り状に土器が集中して

出土 し、遺構廃絶後投棄されたものと考えられる。

竪穴状遺構 23(第 3図 )

西側の崖部に近い位置で検出された。南北 1.4m以上、東西 2.4m、 深さ 25 cmを計 り、東

西に長い長方形プランを呈する。遺物は完形の甕が伏せ られた状態で出土 した。

竪穴状遺構 24(第 4図 )

環濠 3の西側に近接する状態で検出された。南北 2.5m以上、東西 2.6m、 深さ 90 cmを計

り、北側が斜面部のためプランは不明である。遺物は西壁に接 して床面からの高 さ 20 cmの 位

置で完形の壷が置かれた状態で出土 した。

-26-
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竪穴状遺構 25(第 7図 )

環濠 3を切つて検出された。南北 1.8m以上、東西 2.lm以上、深さ 77 calを 計 り、西壁は

水穴によつて削られているためプランは不明である。遺物は床面の高さで完形に近い奏等が上

器溜 り状に大量に集中して出上 した。

貯蔵穴

貯蔵穴 1(第 4図 )

環濠 2の上から切 り合って検出された。直径 1.7m、 底径 1.5m、 深さ 100 cHlを 計 り、円

形プランを呈 し、断面はビーカー形を呈する。遺物は埋土中位 より下の部分で甕、壷、器台が

出土 している。

貯蔵穴 2・ 20(第 4図 )

西側 2段ロテラスで環濠 9と 切 り合う状態で検出された。貯蔵穴 2は南北 2.5m、 東西 1.8

m、 底径南北 1.5m、 東西 1.3m、 深さ 190 cmを計 り、貯蔵穴 20は南北 2.Om、 東西 1.3m、

底径南北 1.4m、 東西 1.Om、 深さ 190 cmを計 り、それぞれ南北に長い楕円形プランを呈する。

貯蔵穴 3(第 4図 )

北側の 1段ロテラスで検出された。南北、東西共に2.Om、 底径 2.3m、 深さ 140 cmを計 り、

不定形プランを呈 し、底面は円形プラン、断面は袋形を呈する。遺物は埋土上位 より土器片が

大量に出土 した。

貯蔵穴 4(第 28図 )

北側の平坦部で検出された。南北、東西共に 1,lm、 底径 1.6m、 深さ 70 cmを計 り、円形

プランを呈 し、断面は袋形を呈する。床面で礫が 1点出上 した。

貯蔵穴 5(第 29図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北 1.5m、 東西 1.8m、 底径 1.9m、 深さ 110 cmを

計 り、楕円形プランを呈 し、底面は円形プラン、断面は袋形を呈する。遺物は床面から約 10

cm浮いた位置で土器片が出上 している。

貯蔵穴 6(第 30図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北 2.Om、 東西 2.lm、 底径 1.7m、 深さ 180 clnを

計 り、円形プランを呈 し、断面は袋形を呈 し、中位で一旦 くびれを持つ。遺物はほとんど出土

しておらず、床から約 20 cln浮いた位置で甕の破片が出土 している。

貯蔵穴 7(第 31図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北 2.Om、 東西 2.4m、 底径 2.Om、 深さ 130 clllを

計 り、東西に長い楕円形プランを呈 し、断面はビーカー形を呈する。遺物は埋土中より出土 し

てお り、ほぼ完形の器台、完形のミニチュア土器、甕、壷の破片が出土 してお り、貯蔵穴廃絶

後の流れ込みもしくは投棄されたものと考えられる。

貯蔵穴 8015・ 16(第 32図 )

北側の 1段 ロテラスで貯蔵穴が 3基切 り合った状態で検出された。貯蔵穴 8は 南北 2.Om、

0
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第 28図 竪穴状遺構 7、 貯蔵穴 4実測図
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第 29図 貯蔵穴 5実測図 第 30図 貯蔵穴 6実測図

東西 1.4m以上、底径南北 1.8m、 東西 1.5m以上、深さ 130 cmを計 り、貯蔵穴 15は南北 1.

7m、 東西 1.4m以上、底径南北 1.5m、 東西 1.2m以上、深さ 140 cmを計 り、貯蔵穴 16は南

北 1.3m、 東西 1.4m以上、底径 1.5m、 深さ 130 cmを計 り、貯蔵穴 8。 15は南北に長い楕

円形プラン、貯蔵穴 16は 円形プランを呈 し、貯蔵穴 8・ 16は 袋形、貯蔵穴 15は ビーカー形

の断面を呈する。遺物は貯蔵穴 15で床面において奏、壺の破片が出上 してお り、貯蔵穴廃絶

直後に投棄されたものと考えられ、貯蔵穴 16では埋土上位で完形の甕、土器片が集中して出

土 しており、貯蔵穴廃絶後埋上が堆積する段階において投棄されたものと考えられる。

貯蔵穴 9(第 4図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北 1.Om、 東西 1。 5m、 深さ 50 cmを計 り、東西に長

い精円形プランを呈 し、内部は東側のみ膨 らみを持つ。遺物はほとんど出土 していない。

貯蔵穴 10(第 33図 )

西側の平坦部で検出された。南北 2.Om、 東西 2.Om、 底径 1.8m、 深さ 90 cmを計 り、円

形プランを呈 し、内部は南側のみ膨 らみを持つ。土坑 1、 土媛墓 1を 切つている。遺物は検出

-28-
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第 31図 貯蔵穴 7実測図

第 32図 貯蔵穴 8・ 15。 16、 土坑 9実測図
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第 33図 貯蔵穴 10、 土坑 1、 土墳墓 1実測図
0 1

面で土器片が出土 し、床面で拳大の

円礫が数点、土器片が少量出土した。

貯蔵穴 11(第 35図 )

西側の平坦部で検出された。東側、

南側で南北 l.Om、 東西 0.6m、 深

さ 15 cmの 1段のテラスを持ち、貯

蔵穴本体は南北 l。 6m、 東西 1.7m、

底径 1.2m、 深さ130 cmを 計 り、円

形プランを呈する。遺物はテラス面、

貯蔵穴埋土中から少量出土 している。

貯蔵穴12(第 36図)      錫!

西側の平坦部で検出された。南北

2.2m、 東西 2.Om、 底径 l。 8m、

C

夕
一―

第 34図 住居 3、 貯蔵穴 13、 土坑 30実測図

深さ 100 cmを計 り、円形プランを呈 し、断面はビーカー形を呈する。遺物は床面において土器

片が出土 している。

貯蔵穴 13(第 34図 )

西側の斜面部で検出された。南北 1.6m以上、東西 1.7m、 底径 1.5m、 深さ80 cmを計 り、

円形プランを呈 し、断面はビーカー形を呈する。遺物は埋土中から土器片が出土 している。

貯蔵穴 14(第 37図 )

北側の 1段 ロテラスで検出され、 礫層面 まで掘込 まれている。南北 1.4m、 東西 1。 2m、

底径 0。 8m、 深 さ 100 cmを 計 り、南北に長い楕円形プランを呈する。遺物は床面から20 cm浮

いた位置で土器片が集中して出土 している。



0            2m

第 35図 貯蔵穴 11実測図

第 36図 貯蔵穴 12実測図
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第 37図 住居 9、 貯蔵穴 14実測図
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貯蔵穴 17(第 5図 )

東側の丘陵縁辺部で検出された。南北、東西共に 2.Om、 底径 1.8m、 深 さ80 cmを 計 り、

円形プランを呈する。

貯蔵穴 18(第 38図 )

東側の傾斜の急な斜面部で検出された。南北 2,Om、 東西 1.6m、 底径南北 1.6m、 東西 1.4

m、 深さ 1 10 clllを計 り、南北に長い楕円形プランを呈する。遺物は底面から20 cm浮 いた位置

で完形の壷が壁に沿って配置されたような状態で出土 し、うち 3個には絵画と考えられる線刻

が描かれている。底面近 くでは25 cm大、 15 cm大の礫が出土 している。配置された土器が底か

ら20 cm浮 いた位置で出土 しているため、この高さがこの貯蔵穴の最終廃絶面 と考えられる。

貯蔵穴 19(第 39図 )

貯蔵穴 18の南側に近接する状態で検出された。南北 2.lm、 東西 1.9m、 底径南北 l。 8m、

東西 1.5m、 深さ 150 cmを 計 り、南北に長い楕円形プランを呈する。遺物は底面から30～ 35

cm浮いた位置で完形の甕が南側、北側で集中して出上 し、うち北側で出上 した器高 32 cmの 甕

の中に器高 15 cmの甕が入れられた状態で出土 した。この高さがこの貯蔵穴の最終廃絶面だと

考えられる。

土坑

土坑 1(第 33図 )

西恨1の平坦面で検出された。南北 1。 4m、 東西 0。 9m以上、深さ25 cmを計 り、円形プラン

を呈する。貯蔵穴 10に切 られてお り、土竣墓 1を切つている。

土坑 2(第 15図 )

西側の平坦面で検出された。南北 1.lm、 東西 1.4m以上、深さ 50 cmを計 り、円形プラン

を呈する。竪穴状遺構 2に よって切 られている。遺物は土器片、 10～ 20 cmの 一部赤変 した円

礫、角礫が上層及び下層から2分 して出土 しており、上層で多量に出土 した。

土坑 3(第 4図 )

北側 1段 ロテラス縁辺部で検出された。南北、東西共に 1。 Om以上、深 さ30 cm以 上を計る

が、北側が斜面部 となるため、プランは不明である。遺物は埋土中より数十点の小土器片が出

上 した。

土坑 4(第 40図 )

西側の平坦面で検出された。南北 1。 5m、 東西 1。 2m、 深さ60 cmを計 り、南北に長い楕円

形プランを呈する。遺物は底面から20 cm浮 いた位置で土器片が数点出土 している。

土坑 5・ 6。 7(第 4図 )

西側の斜面部で 3基が集中して検出された。土坑 5は 直径 l.lm、 土坑 6は 直径 1,Om、

土坑 7は直径 1。 3m、 深さはそれぞれ 20 cmを計る。遺物は土坑 5よ り土器片が底面より約 10

cm浮いた位置で数十点出土 し、土坑 6。 7は埋土中より小土器片が数点出上 した。

ｄ
■
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第 38図 貯蔵穴 18実測図

第 39図 貯蔵穴 19実測図
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第 40図 土坑 4実測図

土坑 8(第 14図 )

西側の平坦部で検出された。南北 2.6m以上、東

西 1.6m、 深さ 65 cmを計 り、南北に長い楕円形プ

ランを呈する。住居 5に切られている。底面から40

cmの範囲で 30～ 45 cm大 の円礫、 10～ 20 cmの 円礫、

角礫が遺構北側に偏つて出土 している。規則的な配

置はおこなっておらず、遺構に投棄されたような状

態である。

土坑 9(第 32図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。南北 1.3m以

上、東西 1.5m、 深さ 15 cmを 計 り、円形プランを呈

する。 貯蔵穴 15と 切 り合つている。 遺物はほとんど出上 していない。

土坑 10・ 11・ 12(第 9図 )

北側の 1段 ロテラスで 3基が集中して検出された。土坑 10は直径 0.5m、 深さ40 cm、 土

坑 11は直径 0。 7m、 深さ 70 cm、 土坑 12は直径 0。 9m、 深さ 70 cmを 計 りそれぞれ円形プ

ランを呈する 。住居 2と 切 り合っている。遺物は土坑 10では床から20 cm浮 いた位置で甕の

上器片が出土 し、土坑 Hでは完形の壷が床から30 cm浮 いた位置で出土 した。

上坑 13(第 4図 )

北側の 1段 ロテラスで検出された。直径 1.Om、 深 さ 80 cmを 計 り、円形プランを呈する。

遺物は埋土各層 より大きめの上器片が多量に出土 した。

上坑 14・ 15(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。土坑 14は南北、東西 ともに 1.3m、 深さ 10 cmを計 り、方形

プランを呈する。南北 1.5m、 東西 1.lm、 深 さ 9 cmを 計 り、南北に長い楕円形プランを呈

する。遺物は床面から5 cm浮いた位置で小土器片が少量出土 した。

土坑 16・ 17(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。土坑 16は南北 1.5m、 東西 1.3m、 深さ 56 cmを 計 り、土坑

17は南北 1.3m、 東西 1.Om、 深さ 50 cmを 計 り、それぞれ南北に長い楕円形プランを呈する。

遺物は土坑 17で検出面から 5 cm下がつた位置でほぼ完形の壷、甕等の上器片が大量に出上 し、

遺構廃絶後に投棄されたものと考えられる。

上坑 18(第 5図 )

南側の平坦部で検出された。直径 1.5m、 深さ 1.2mの 円形プランを呈する。溝状遺構 2

によつて切 られている。遺物は埋土中より土器片が出上 した。貯蔵穴の可能性がある。

土坑 19(第 5図 )

南側の平坦部で検出された。南北、東西共に 1.2m、 深さ50mを計 り、不定形プランを呈

する。遺物はほぼ床面において土器片が少量出土 している。
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土坑 20(第 5図 )

東側の平坦部で検出された。南北東西共に 1.7m、 深さ 25 cmを計 り、不定形プランを呈す

る。遺物はほぼ検出面の高さで少量出土 した。

上坑 21(第 5図 )

南側平坦部縁辺部で検出された。南北 1.2m、 東西 1.4m、 深さ 25 cmを計 り、方形プラン

を呈する。遺物は埋土中位より数点出土 した。

土坑 22(第 7図 )

環濠 3西側端で環濠 3を切って検出された。南北 0。 9m、 東西 0.8m、 深さ 55 cm以 上を計

り、円形プランを呈する。遺物は床面で土器片が数点出土 し、検出面で土器溜 り状にほぼ完形

の奏や土器片が大量に集中して出土 した。

上坑 23・ 24(第 5図 )

東側の平坦部で検出され、土坑 24を上坑 23が切っている。土坑 23は南北 1.6m、 東西 1.2

m、 深さ40 claを 計 り、南北に長い長方形プランを呈する。土坑 24は南北 1.lm以上、東西 1.3

m、 深さ40 cmを計 り、プランは不明である。遺物は土坑 23で土器片が埋土中より数十点出土

し、遺構北側寄 りの検出面より15 cm下がった位置で南北 100 cm、 幅 40 clnの 範囲で焼上が確認

された。

土坑 25(第 11図 )

西側の斜面部で検出された。南北 1.4m、 東西 1.3m、 深さ 100 cmを 計 り、円形プランを

呈する。西側に深さ60 cmの位置で 1段のテラスを持つ。住居 6に よって切られている。

上坑 26(第 4図 )

北側 2段ロテラスの環濠 7、 環濠 8が接する部分の内側で検出された。直径 1.Om、 深さ30

cmを計 り、円形プランを呈する。

上坑 27(第 21図 )

西側の斜面部で検出された。南北 1.lm、 東西 0。 8m、 深さ 10 cmを 計 り、南北に長い楕円

形プランを呈する。住居 21と切 り合っている。

土坑 28(第 3図 )

西側の斜面部で検出された。直径 0。 5m、 深さ 10 cmを 計 り、円形プランを呈する。

土坑 29(第 4図 )

調査区北側斜面部で竪穴状遺構 24西側で検出された。南北 1.2m、 東西 1.2m、 深 さ 50

cmを計 り、西側は未調査のためプランは不明である。

土坑 30(第 34図 )

西側の斜面部で検出された。直径 l.Om、 深さ40 cmを 計 り、円形プランを呈する。住居 3

と切 り合っている。遺物は床面から約 10 cal浮いた位置で完形のミニチュア土器が 2点 出土 し、

同じ高さで、長さ 15 cmの 炭化木が出土 した。

土坑 31(第 7図 )

調査区北側斜面部で環濠 3の北側で検出された。南北 0.5m、 東西 0。 7m、 深さ40 cmを 計

Э



り、東西に長い楕円形プランを呈する。遺物は検出面の位置で土器片が大量に出土 した。

上墳墓

土娠墓 1(第 33図 )

西側の平坦部で検出された。南北 1.3m、 東西 2.2m以上、深さ 50 cmを 計 り、深さ 25 cm

の位置で 1段のテラスを持ち、南北 0。 7m、 東西 1.8m以上、深さ25 cmの掘込みがさらにみら

れる。貯蔵穴 10、 土坑 1に よつて切られている。遺物は土器片が埋土中より1点出上 している。

溝状遺構

溝状遺構 1(第 18図 )

東側の平坦部で検出された。幅 0.8～ 1.Om、 底幅 0,7m、 深さ 15 cmを 計 り、住居 13・

15と 竪穴状遺構 16と 切 り合つてお り、竪穴状遺構の方向から始まり、住居 15の 中で L字に

曲がって住居 13の方へ流れる。遺物は底面から 10 cm浮いた位置で大量に出土 した。

掘立桂建物

東側、南側平坦部で多数柱穴が確認されたものの、掘立柱建物 と判断できるものはなかった。

(2)遺物

。土器

住居 1出上の上器 (第 41図 )

床面に近い位置で出土 した。 1,2は 甕で、 1はやや上げ底になる底部である。 2は ほぼ完

形の小ぶ りの甕で口縁部は短 く外反 し、突出した底部を持つ。 3～ 5は壷で、 4は平底、 5は

ケズリ調整により丸底気味 となっている。 6は鉢で、九底気味の底部から立上が り口縁部は短

く外反する。 7は ミニチュアの鉢で、内外面共にミガキを施す。

住居 2出上の上器 (第 41図 )

埋土より出土 した。 8は鉢で、外に張ったやや上げ底気味の底部を持ち、口縁部でやや外反

する。

住居 3出上の上器 (第 41図 )

床面近 くで出土 した。 9。 10は甕で 9は胴部径 と口径がほぼ同じになる。 10は やや上げ底

の底部からほぼ直線的に立上がる。 11・ 12は壺で、 12は頸部が直線的に立上が り、口縁部

で短 く外反し、口唇部でわずかに肥厚する。 13は椀である。 14は完形の蓋で高さ 3 allnの つま

みを持ち、口縁部で外反する。

住居 4出上の上器 (第 41図 )

床面近 くで出土 した。 15は 甕で口縁部は「 く」の字に外反し、胴部はやや張るが最大径は

口縁部にある。 16・ 17は壷で共に平底の底部である。 18は ミニチュアの壺で口縁部を欠損
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する。外面は丁寧なナデを施す。

住居 5出上の上器 (第 42図 )

床面で出土 した。 19,20は甕で外に張った底部を持ち、日縁部径 と胴部径がほぼ同じにな

る。 20は小ぶ りの甕で上げ底の外に張った底部を持ち、口縁部で僅かに外反する。 21は鉢で

上げ底の外に張つた底部を持ち、口縁部で「 く」の字に大 きく外反する。 22は高杯で脚部上

位 と下位で横 2列 にそれぞれ 4個ずつ透 しを持つ。口縁部は垂直に立上が り、口唇部で短 く外

反する。 23・ 24は椀で 23は僅かに内湾 しながら立上がる。

住居 6出上の上器 (第 42図 )

床面から 10 cm浮いた位置で出土 した。25～ 27は甕で回縁部で「 く」の字に外反 し、最大径

は胴部になる。27は上げ底の底部を持つ。28は壺の白縁部で口唇部で僅かに肥厚する。29は

高杯で杯部は内湾気味に立上が り、口縁部で稜 を持って外反する。脚部はゆるやかに外反する。

住居 7出上の上器 (第 42・ 43図 )

床面 と床面から 10 cmの 間で出土 した。 31の 中に 32が入って、 32の 中に 37が入った状態

で出土 した。 30。 311よ 甕で、 30は 口縁部が「 く」の字に外反 し最大径は胴部上位 にある。

32～ 34は壷である。 32は胴部中位に最大径 を持つ。 33は長胴の壺で平底を呈する。 34は

二重回縁壷の頸部から上で短い頸部を持ち、口縁部はやや斜め方向に外反し、口唇部は丸みを

持つ。 35は高杯の口縁部で杯底部から直線的に立上が り、稜 を持って斜め方向に外反する。

36は器台の体部上位から上で 2個の透 しを持つ。 37は ミニチュアの鉢で口縁部で短 く外反す

る。朱が入った状態で出土 した。

住居 8出上の上器 (第 43図 )

床面から 10 cm浮 いた位置で出土 した。 38は甕で最大径は胴部上位にある。 39は 鉢で上げ

底の底部を持ち、内湾気味に立上が り口縁部で短 く外反する。胴部にミガキを施す。 40は 高

杯の口縁部で 1段の稜を持った後、外反し、口唇部で三角に立上がる。

住居 9出上の上器 (第 43図 )

床面からやや浮いた位置で出土 した。 41は ミニチュアの鉢で口縁部で僅かに外反する。 42

は器高 4.O cmの ミニチュアの甕でほぼ直線的に立上がる。 41。 42共に内外面共ナデを施す。

住居 10出上の上器 (第 43図 )

床面の高さで出土 した。 43は 甕の底部である。 44は壺で肩部に線刻を施す。 45は 鉢で内

湾気味に立上がる。 46は高杯の脚部で「八」の字に開く。 47は器台で回縁部で水平に外反 し、

口唇部で三角状に立上がる。また体部上位内面に断面台形のはり付け突帯を 1条施す。現存で

8個の透 しを持つ。 48は コップ形土器で平底を呈 し、直線的にほぼ垂直に立上がる。

住居 12出上の上器 (第 43図 )

埋土中から出土 した。 49は 甕で口縁部は緩やかに「 く」の字に外反 し、最大径は胴部中位

にある。 50は壷で球形の胴部を持つ。胴部外面にミガキを施す。

住居 13出土の上器 (第 44図 )

51は甕で口縁部で「 く」の字に外反 し、口縁部 と胴部上位径がほぼ同じになる。 52は 高

砂
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杯の脚部で裾部が直線的に広がる。 53は ミニチュアの鉢で内湾 しながら立上がる。ナデを施

す。

住居 15出上の上器 (第 44図 )

床面から 10 cm浮 いた位置で出土 した。 54は ソロバン玉形の胴部を持つ、いわゆる「免田系」

の壷の胴部で、肩部に 7条の平行沈線文を持つ。 55は椀である。

住居 16出土の上器 (第 44図 )

床面からやや浮いた位置で出土 した。 56は ほぼ完形の壷で口縁部は緩やかに外反する。 57

は高杯の脚部で、外面にミガキを施す。 58は ミニチュアの壷の胴部以下でナデを施す。

住居 19出上の土器 (第 44図 )

床面 と埋土中から出′土 した。 59。 60は 甕で、共に上げ底を呈 し、 60は 口縁部で稜 を持っ

て緩やかに外反する。 61・ 62は壷で、 61は 口縁部は短 く外反し、口唇部が肥厚する。 62は

長胴の壷で口縁部は僅かに外反し、肩部に「魚 ?」 を描いた線刻、底部にヘラ記号 を施す。 63

は蓋で、つまみを持たず、やや内湾気味に広が り、口縁部で水平に外反する。鉢の可能性 もあ

る。

住居 20出上の土器 (第 44～ 46図 )

床面近 くで出土 した。 64～ 70は甕で、 64・ 68・ 69は上げ底を呈 し、 67は平底を呈する。

65～ 67・ 70は最大径 を口縁部に持ち、 64は 最大径 を胴部上位に持つ。 64・ 65は 口縁部

が強 く「 く」の字に外反 し、 64は 口唇部でつまみ上げている。 65は胴部上位でヘラ状工具に

よる刺突を施す。 66は 口縁部が緩やかに外反 し、胴部最大径は中位にあり、 67は 口縁部が内

湾気味に外反する。 71～ 78は壷で、 71～ 73は 口縁部が緩やかに外反する。 71は胴部上位

にこぶ状の突帯を持ち、 72は胴部中位 に、 73は肩部に線刻を施す。 74は 口縁部が短 く強 く

外反 し、現存で頸部に穿孔を持つ。 76～ 78は丸底気味の平底で 77は直線的に立上がる。 79

は鉢で内湾 しなが ら立上がる。 80～ 83は高杯で、脚部は緩やかに外反し、 81は端部が上方

に立上がる。 84は器台で口唇部でつまみ上げている。体部に現存で 3個の透 しがみられる。

85・ 86は椀で、 85は 直線的に立上が り、 86は 内湾気味に立上がる。 87は蓋で、つまみを

持たず、やや内湾気味に広が り、口縁部で水平に外反する。外の可能性 もある。

住居 21出上の上器 (第 46図 )

床面で潰れた状態で出土 した。 90は甕で口縁部が短 く外反 し、口唇部でつまみ上げられて

いる。胴部上位径 と口縁部径がほぼ同じになる。 91・ 92は壷で、口縁部は「 く」の字に外反

し内湾気味に立上がる。 92は僅かに外反する。 93は鉢で、上げ底を呈 しほぼ直線的に立上が

る。

住居 22出上の上器 (第 46図 )

床面から 10 cm浮いた位置で出土 した。 94・ 95は甕で、上げ底を呈 し、内湾気味に立上がる。

96は高杯の脚部で緩やかに外反し、端部で上方に立上がる。脚部下位に透 しを6個持つ。 97

は土師器の小型丸底壷で扁球形の胴部を呈 し、口縁部は斜めに直線的に立上がる。口縁部内面、

胴部外面にミガキを施す。
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住居1 1～7

住居2 8
住居3 9～ 14

住居4 15～ 18



住居5   19～ 24

住居6   25～ 29

住居 7   30、 31

第 42図 住居出土土器実測図(2)



住居7  32～ 37

f■月]8  38-40
住居9  41、 42

f■帰母10 43-48
住居12 49、  50

o              10cm

第 43図 住居出土土器実測図(3)
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竪穴状遺構 1出上の上器 (第 47図 )

検出面より15 cm下がつた位置で出土 した。 98は甕で口縁部は緩やかに外反 し、胴部上位径

が口縁部径 よりも大 きい。 99・ 100は壷で、 99は 口縁部が朝顔形に大 きく開 く。 100は鋤

先形口縁で円形浮文を持つ。

竪穴状遺構 2出上の土器 (第 47図 )

床面から出土 した。 101は高杯の脚部で緩やかに外反する。 102は ミニチュアの鉢で、ほぼ

直線的に立上が り、口縁部で僅かに外反する。丁寧なナデを施す。 103は椀で、口縁部で僅か

に内湾する。外面にミガキを施す。

竪穴状遺構 5出上の土器 (第 47図 )

床面から 15 cm浮 いた位置で出土 した。 104は甕で口縁部が「 く」の字に外反する。胴部最

上位にヘラ状工具による刺突を施す。 105は 長頸壷でほぼ直線的に立上が り、僅かに外反する。

外面に丁寧なナデを施す。 106は高杯で、脚部は緩やかに外反 し、端部で僅かにつまみ上げら

れる。杯部は僅かに内湾 しながら立上がる。

竪穴状遺構 6出上の土器 (第 47図 )

6-2の 底面から20 cm浮 いた位置で出土 した。 107は壷で胴部中位 よりやや上で著 しく胴

部が張 り、口縁部は強 く外反する。頸部に4個 の穿孔を持つ。

竪穴状遺構 12出上の上器 (第 47図 )

底面から 5 cln浮いた位置で出土 した。 108は壺で、肩部が張 り、口縁部は朝顔形に開 く。外

面にミガキを施す。

竪穴状遺構 13出上の上器 (第 47図 )

底面から 10 cm浮 いた位置で出土 した。 109は甕で、上げ底を呈 し、口縁部が「 く」の字に

外反 し、胴部中位径が最大径 となる。 110は壷で、口縁部は強 く外反 し、胴部は球形 を呈 し、

中位が最大径 となり、頸部に4個 の穿子しを持つ。

竪穴状遺構 14出上の土器 (第 47図 )

1■ は甕で、口縁部は「 く」の字に外反する。最大径は口縁部径である。

竪穴状遺構 17出上の上器 (第 47図 )

埋土中位から出土 した。 112は 甕で、充実 した底部を呈する。口縁部は「 く」の字に外反 し、

口縁部下に 1条の刻目突帯を持つ。胴部最大径は胴部最上位になる。

竪穴状遺構 23出上の土器 (第 47図 )

底に伏せ られた状態で出土 した。 113は 甕で、上げ底 を呈する。口縁部は緩やかに外反 し、

最大径は胴部中位 よりやや上 となる。

竪穴状遺構 24出上の上器 (第 48図 )

底面から20 cm浮 いた位置で置かれた状態で出土 した。 H4は壷で、平底を呈 し、口縁部は

緩やかに外反し立上がる。外面はナデを施 し、肩部に絵画と思われる「魚」の線刻を施 し、底

部には十文字のヘラ記号を施す。
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第 47図 竪穴状遺構出土土器実測図(1)
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＼■市露0 1 0cm

竪穴状遺構24 114

竪穴状遺構25 刊15～ 119
第 48図 竪穴状遺構出土土器実測図(2)

竪穴状遺構 25出上の上器 (第 48図 )

床面で土器溜 り状に出土 した。 115は 甕で、胴部上位ではほぼ直線的に立上が り、そのまま

「 く」の字に外反する。 l16は鉢で充実 した底部を呈 し、ほぼ直線的に立上がる。内外面にミ

ガキを施す。 117は 高杯の杯部でほぼ直線的に立上が り、 1段の稜を持って口縁部は上方に外

反する。外面及び口縁部内面にミガキを施す。 118は椀でほlF直線的に立上が り、口縁部で僅

かに外反する。 119は 、 ミニチュアの鉢で、底部に穿孔を施す。

貯蔵穴 1出上の上器 (第 49図 )

埋土中位 より下で出土 した。 120は 甕で、口縁部は緩やかに外反し、胴部中位径 と口縁部径

がほぼ同じになる。 121～ 124は壷で、 121は肩部が張 り、口縁部は強 く外反する。

123・ 124は 長頸壷で、 123は 丸底気味の底部を呈 し、頸部は僅かに外反 しながら直線的に

立上がる。肩部に線刻 を施す。 124は 平底 を呈 し、「 く」の字気味に張 りのある胴部 を持つ。

頸部は 123に比べ細 く直線的に立上が り、口唇部で僅かに外反する。胴部中位下で線刻を施す。

125・ 126は 器台で、 125は 裾部でほぼ水平に外反 し、安定感がある。体部に残存で 12個の

透 しを持つ。 126は体部下位に残存で 3個 の透 しを持つ。

貯蔵穴 3出上の上器 (第 49図 )

すべて上層で出上 した。 127～ 130は 甕で、胴部上位で張 りを持ち、 127・ 128は 口縁部が

緩やかに外反する。 128は甕 もしくは壷で、平底を呈 し、内湾 しながら立上がる。 129は 上げ

底を呈する。 130は僅かに上げ底を呈 し、直線的に立上が り、口縁部で僅かに外反する。 131

は高杯で、脚裾部が屈曲して内湾 しながら開く。 132は蓋で、つまみを持たず、口縁部で外反

する。外面にミガキを施す。 133は ミニチュアの鉢で、尖底気味の平底を呈 し、僅かに内湾 し

ながら立上がる。外面にミガキを施す。

119
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貯蔵穴 4出上の上器 (第 50図 )

底面から約 10 cm浮 いた位置で出土 した。 134は 甕で、口縁部は「く」の字気味に外反 し、

口唇部で僅かに肥厚 し、最大径は口縁部径になる。胴部内外面にミガキを施す。

貯蔵穴 5出上の上器 (第 50図 )

埋土中から出土 した。 135は甕で、平底を呈するが底面中央に穿孔を施 してお り、甑的な使

い方をしたのではないかと考えられる。

貯蔵穴 7出上の上器 (第 50図 )

埋土中から出上した。 136は甕で、口縁部が「く」の字に外反し端部は丸みを帯びる。 137・

138は壷で、 137は平底を呈 し、「 く」の字気味に張 りのある胴部を持つ。 138は 口縁部が朝

顔形に開 く。頸部に三角断面の突帯 を 1条巡 らす。 139は器台で、体部上位で 5個の透 しを持

ち、裾端部で上方に立上がる。裾部内面にミガキを施す。 140は ミニチュアの鉢で、上げ底の

底部を呈する。器壁は分厚 く、作 りが粗い。

貯蔵穴 15出上の上器 (第 50図 )

底面から出土 した。 141・ 142は甕で、共に口縁部がカーブを描いて外反 し、 141は胴部

上位に、 142は 口縁部に最大径がある。 143は 甕 もしくは鉢の底部で上げ底を呈 し、内湾 しな

がら立上がる。 144・ 145は壺で、 144は平底で外面にミガキを施す。 145は長頸壷で「 く」

の字に張る胴部を持ち、頸部は直線的に立上が り、口縁部で僅かに外反する。 146は 高杯で、

杯部はやや内湾 しながら立上が り、稜を持って口縁郡は垂直よりやや斜め方向に外反する。脚

部は緩やかに外反する。脚裾部以外の外面全体 と杯部内面にミガキを施す。 147は ミニチュア

の甕で、内湾 しながら立上がる。底部は欠損するが脚台を持つと考えられる。作 りは粗 く、胴

部外面下位にミガキを施すが口縁部内外面に指押さえの後が残る。

貯蔵穴 16出上の上器 (第 51図 )

すべて埋土上層より出土した。 148～ 150は甕で、 148。 149は上げ底を呈し、口縁部が「く」

の字に外反する。 150は 口縁部が緩やかに外反する。 148・ 150は 口縁部径 と胴部径がほぼ

同じになり、 149は 最大径が口縁部になる。

貯蔵穴 17出上の上器 (第 51図 )

埋土から出土 した。 1511よ 甕で、充実 したやや上げ底気味の底部を呈 し、口縁部は「 く」の

字に外反する。口縁部直下に 1条の刻目突帯を巡らす。胴部最大径は胴部最上位になる。

貯蔵穴 18出上の上器 (第 51図 )

152の み一括で、他は底面より20 cm浮 いた位置で出上 した。152～ 154は 甕で、 152・ 153

は上げ底を呈 し、 154は平底を呈する。 152は 直線的に立上が り、胴部上位で内湾 し口縁部は

緩やかに外反する。 153は胴部が張 り、口縁部で強 く外反する。 154は 口縁部が「く」の字に

外反する。最大径は 152・ 154は 口縁部に、153は胴部中位にある。155～ 161は壷で、 155

は長胴の壷で平底を呈する。要部はほぼ垂直に立上が り、口縁部は「く」の字に外反する。外

面はハケ調整後ナデられた後、線刻が描かれている。線刻は肩部から胴部に描かれてお り、 4

つの水草 と魚、肩部に幾何学文、中央部にカエル (人物 ?)が描かれてお り、水辺の風景を抽

ｎ
Ｆ
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象的に表現 している。ヘラ様工具で浅 く施されている。 156は九底気味の底部を呈する長胴の

壷で、口縁部は緩やかなカーブを描いて外反する。頸部から胴部中位にかけてミガキを施す。

157は ほぼ丸底を呈 し、胴部中位が張 り、口縁部は緩やかに外反する。丁寧なナデの後線刻が

描かれている。線刻は頸部から胴部にかけて描かれてお り、縦方向に 2本 (一部 3本)の細か

く蛇行 した線 と、 3本の平行 した線が途中で合流 し、大 きくカーブを描 き、その終わり近 くに

幾何学文が描かれている。表現するものは不明である。櫛様工具 とヘラ様工具で深 く刻まれて

いる。 158は平底を呈 し、内湾 しながら立上が り、口縁部でカーブを描いて外反する。器面外

面はハケ調整後ナデられ一部ハケが残 り、その後線刻が描かれている。線刻は胴部中位に描か

れ、羽ばたく鳥を横方向から抽象的に表現 している。ヘラ様工具で浅 く施されている。 159～

161は平底 を呈 し、 159。 160は胴部中位に「 く」の字に張 りを持ち、 161は胴部上位 に最

大径を持つ。161は 159・ 160に比べ頸部が長 く、160。 161は 口縁部で緩やかに外反する。 1

59は胴部中位 より上、 160は 胴部下位から底部、 161は外面全体にミガキを施す。

貯蔵穴 19出上の上器 (第 52図 )

遺物は底面から30～ 35 cln浮 いた位置で出土 した。 162～ 166は甕で、 162の 中に 165が

入れられた状態で出土 した。 162・ 163は上げ底を呈 し、 164・ 165は平底を呈する。 162

は回縁部が「 く」の字に外反し、口唇部で僅かに肥厚する。 163～ 165は緩やかにカーブを描

いて外反する。 166は胴部最上位で内湾が きつ くなった後、口縁部が「 く」の字に外反する。

最大径は 163～ 165が口縁部にあり、162・ 165は胴部上位にある。167～ 170は壺で、 168・

170は平底 を呈する。 167は胴部中位 よりやや上、 168は胴部中位で「 く」の字気味に張っ

た胴部を持ち、 170は扁球形の胴部を持つ。 167は 口縁部が「 く」の字に外反 し、 169は長

頸壷の頸部で口縁部が僅かに外反する。 171は壷 もしくは甕の底部で平底を呈する。 172は ミ

ニチュアの壺で脚台状の底部を呈 し、丸みをもった胴部を持つ。外面にナデを施す。 173は 高

杯で杯部は内湾気味に立上が り、 1段の稜 を持 って口縁部は垂直に立上がった後、外反する。

脚部は緩やかに外反し、端部に沈線を施す。脚部下位に8個の透 しを持つ。

土坑 2出上の上器 (第 53図 )

すべて埋土上層の一定 レベルで出土 し、 177は土坑 4と の接合資料である。 174・ 175は

甕で、胴部は内湾気味に立上が り、口縁部は直行する。 175は胴部から口縁部までほぼ直線的

に立上がる。 174は 、口縁部 と胴部、 175は 口縁部 と口縁部直下に刻目突帯を2条ずつ巡 らす。

「亀ノ甲タイプ」の甕か。 176～ 178は壷で、 176は頸部から口縁部、 177・ 178は肩部か

ら顕部にかけて、 176は 国唇部で沈線を施 し、頸部外面、口縁部内面に 1条ずつ刻目突帯を巡

らし、 177は 頸部の内外面に刻目突帯を巡らす。 178は 頸部 と肩部の境に2条の突帯を巡 らし、

その直下に縦方向に沈線を施 し、調整は内外面 ともにミガキである。

土坑 3出上の上器 (第 53図 )

179は貯蔵穴 3、 住居 2、 環濠 7と 、180は貯蔵穴 3と の接合資料である。179・ 180は菱で、

共に口縁部が緩やかに外反 し、最大径が口縁部 になる。口唇部 を僅かにつ まみ上げている。
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0               1 ocm

第 50図 貯蔵穴出土土器実測図(2)
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第 51図 貯蔵穴出土土器実測図(3)
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第 52図 貯蔵穴出土土器実測図(4)
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179は 口縁部下に上方に傾けてはり付けられた刻目突帯を持つ。 1811よ小型壷の胴部である。

土坑 12出上の上器 (第 53図 )

182は壷で、平底を呈 し、口縁部はカーブを描いて外反する。肩部に線刻を施す。線刻はや

や斜めの縦方向に6本平行 してヘラ様工具で深 く刻まれている。

土坑 17出上の土器 (第 53図 )

検出面から 5 cm下 がつた位置で出土 した。 183は 甕で、口縁部が「く」の字に外反し、最大

径 を胴部に持つ。 184。 185は壷である。 184は長頸壷で、平底を呈 し、丸みを持った胴部

を持ち、頸部は僅かに外反しながら、口縁部で「 く」の字に外反する。口唇部は肥厚する。頸

部全体に 10本の沈線を施す。「瀬戸内系」か。 185は 鋤先口縁壷の口縁部で、口唇部に4個 の

円形浮文を施す。 186は ミニチュアの無頸壷で、平底を呈 し、直線的に立上が り胴部上位で内

湾する。口縁部分はつまみ様に僅かに立上がる。

土坑 19出上の上器 (第 53図 )

床面で出土 した。 187は 甕で口縁部は外反せず、口縁部は僅かに下方に垂れ下がつた丸みを

持った突帯を巡らし、胴部に波状文を施す。

土坑 22出上の上器 (第 54図 )

198・ 200を 除いて、他は検出面で土器溜 り状に集中して出土 した土器である。 198は土

器溜 り状になる部分から東方向のやや離れた位置で出土 しており、 200は土器溜 りと底面で出

土 した。 188～ 195は甕で、 188～ 191・ 194は上げ底を呈する。 193は平底を呈 し、直線

的に立上が り胴部上位で僅かに内湾 し、口縁部で僅かに外反する。内外面にミガキを施 し、鉢

の可能性 もある。 188～ 190。 192は 口縁部が「 く」の字に外反 し、 189。 192・ 195は 口

唇部が肥厚する。 188～ 190は 口縁部に最大径があり、 192は胴部中位に最大径がある。 196

～ 199は壺で、 196は平底を呈 し、胴部は中位に最大径を持ち、口縁部はカーブを描いて外反

する。胴部上位にカーブした突帯を持つ。 197は無頸壺で、平底を呈 し胴部上位に最大径を持

つ。頚部から上は見られず、端部は九みを帯びる。 198は丸底気味の平底を呈 し、九みのある

胴部を持ち、径幅の小 さい頸部を持つ。 199は平底を呈 し、九みを持った胴部を持つ。外面は

丁寧なナデを施 した後、胴部中位から底部にかけて絵画と思われる線刻を施 している。絵画は

破損が激 しく半分 しか残っていないため、全容は解 らないが、 1箇所では蛇行する平行 した 2

本の線を描 き、もう一箇所では瞳様の模様が対に描かれているが、片方はほとんどが欠損する。

その模様の右下方に左右に無数の引っ掻いたような線が入る。平行 した 2本の線は「蛇」を描

き、瞳様 と左右に引っ掻いた無数の線は人面を描いたと考えられる。 200は器台で、体部はほ

ぼ垂直に立ち、口縁部、裾部は外反する。

土坑 28出上の上器 (第 55図 )

201・ 202は 甕で、 201は 胴部中位からほぼ垂直に立上が り、 202は 胴部中位から僅かに

内湾 しなが ら立上がる。口縁部は共に「 く」の字に外反 し、 201は 口唇部が僅かに肥厚する。

203は壺で、肩部から口縁部が残存する。頸部から肩部にかけて、絵画 と考えられる線刻が施

されている。破片のため全容は解 らないが、上から下に向けて平行 した 2本の線が走 り、その

出
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土坑2  174～ 173
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土坑 12  182

」L力化17  183-186
土坑19  187

第 53図 土坑出土土器実測図(1)
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第 54図 土坑出土土器実測図(2)
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土坑 22  188～ 200



」L力t23 201´Ψ203
0               1 0cm

第 55図 土坑出土土器実測図(3)

両側に三角形、 S字の模様が入る。

環濠 1出上の上器 (第 56図 )

底面から出土 した。 204は甕で、胴部は僅かに内湾 しながら立上が り、口縁部端で刻目突帯

を巡 らす。風化気味だが内タト面共にミガキを施す。 205～ 211は 壷で、 205は 胴部 との境に

僅かに稜を持った平底を呈 し、胴部は球形で、頸部 との境に薄手の突帯を巡 らす。頸部は短 く、

口縁部は強 く、短 く外反する。外面に横方向、斜方向にミガキを施す。 206は平底を呈 し、球

形の胴部を持つ。風化気味で僅かに外面にミガキが残る。 207～ 210は僅かに上げ底 となり、

207・ 209は 内外面、 208は外面にミガキを施 し、 209の 外面のみが縦方向で、他は横方向

に入る。 210も 僅かにミガキが残るが風化が激 しく、はっきり解らない。 211は 口縁部の破片

で内外面に横方向、斜め方向にミガキが入る。 212は鉢で、脚台状の上げ底の底部を呈 し、内

湾 しながら立上が り、口縁部は外反せず、端部に突帯を巡らす。

環濠 2出上の土器 (第 56・ 57図 )

すべてが埋土中から出土 した。 213～ 216は 甕で、 213は 口縁部が緩やかに外反し、やや

上方向を向いた突帯を巡 らす。最大径は胴部上位にある。 214は「 く」の字に外反し、口縁部

径 と胴部中位 よりやや上の径がほぼ同じになる。 216は 口縁部が直行 し、口唇部、口縁部直下

に刻目突帯 を巡 らす。 217～ 222は 壷である。 217は 口縁部の破片で顎部 と口縁部内面に突

帯を巡らし、日縁部内外面にミガキを施す。 218は 口縁部は強 く外反し、頸部に沈線を巡らす。

外面は口縁部から沈線までが斜方向に、沈線下は縦方向に、顎部内面は横方向にミガキを施す。

219は平底を呈 し、球形の胴部を持つ。径幅の狭い頸部から口縁部は緩やかに外反する。 220

は長頸壷で丸底を呈 し、球形気味の胴部を持つ。頸部は僅かに外反 しながら立上がる。肩部に

ヘラ様工具で肩部周囲の 3分の 2に 8本の刺突を施す。 221は平底を呈 し、胴部 との境に稜が

入る。 222は丸底気味の平底を呈 し、丸 く張った胴部を持つ。外面にミガキを施す。 223は鉢

で、平底を呈 し、丸 く張った胴部を持つ。口縁部は短 く外反する。外面にミガキを施す。 224
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はミニチュアの鉢である。

環濠 4出上の上器 (第 57図 )

すべて埋土出土の上器である。 225～ 228は 甕で、 225は僅かに内湾 しなが ら立上が り、

口縁部は外反せず口縁部 と白縁部直下、胴部に 2条ずつ刻目突帯を巡らす。外面にミガキを施

す。 226。 227は 充実 した甕の底部で、平底 を呈する。 228は 上げ底 を呈 し、胴部は直線的

に立上が り、胴部上位で内湾 し、口縁部は「 く」の字に外反する。 229。 230は 壺で 229は

僅かに上げ底を呈 し、かなり膨らみを持って立上がる。 230は平底を呈 し、直線的に立上がる。

共に、外面にミガキを施す。 231は高杯で脚部は緩やかに外反 し、杯部 と脚部の境 とその直下

に 2条の突帯を巡らす。

環濠 5出上の上器 (第 58図 )

底面から出上 した。 232は甕で、ほぼ直線的に立上が り、口縁部は外反せず口縁部 と口縁部

直下、胴部 に 2条ずつ刻 目突帯 を巡 らす。 233・ 234は壷で、 233は僅かに上げ底 を呈 し、

膨 らみを持って立上が り、胴部中位で著 しく張る。肩部 と顎部 との境に 2本の沈線 を巡 らす。

頸部は直線的に立上が り、口縁部はカーブを描いて外反する。胴部に斜方向にミガキを施す。

環濠 6出上の上器 (第 58～ 63図 )

235～ 257は I層黒色土出土の土器である。 235～ 243は 甕で、 235。 237は 平底を呈 し、

口縁部はカーブを描いて外反する。 235は 口縁部下にやや丸みを帯びた三角断面の突帯を巡ら

す。最大径は胴部中位 よりやや上にある。 236は上げ底気味の平底を呈 し、口縁部は「 く」の

字に外反 し、胴部径 と口縁部径がほぼ同じになる。 239。 243は 上げ底、 241は 充実 した底

部を呈する。 238。 240は 口縁部が「 く」の字に外反 し、最大径 を口縁部に持つ。 242は 口

縁部が僅かに外反 し、口縁部に突帯を持つ。壺の口縁部の可能性 もある。 244～ 251は 壷で、

244～ 246は 平底を呈 し、 244は 丸みを帯びた胴部を持ち、口縁部がカーブを描いて外反 し、

端部に沈線を持つ。 245は長頸壷で胴部中位に張 りを持つ。顎部から回縁部にかけて緩やかに

外反し、口唇部で僅かに肥厚する。 246は長胴の壺で肩部に 1段の稜を持って顎部になる。頸

部から口縁部にかけて緩やかに外反し、口唇部は肥厚する。胴部中位 よりやや上にカーブを描

いた線刻を施す。 247は長頸壷だが肩が全 く張らず、頸部にかけてほぼ直線的に内側に向けて

立上がる。口縁部は「 く」の字に外反 し、口唇部が僅かに肥厚する。頸部に 8本の沈線を持ち、

その下にミガキを施す。「瀬戸内系」か。 248は 口縁部が強 く「 く」の字に外反 し、口唇部が

肥厚する。 249は 口唇部が T字気味に肥厚 し、端部に 2本の沈線を施す。「瀬戸内系」か。 25

0。 251は 口縁部が肥厚 した面を持ち、 250は 2列 、 251は 1列 の刻みのある楕円形浮文を

持つ。共に端部に連続山形文を施す。 252・ 253は鉢で、胴部は内湾しながら立上が り、 252

は口縁部が「 く」の字気味に外反し、 253は短 く外反する。 252は 口縁部内面、胴部外面に横

方向、口縁部外面に縦方向のミガキを施す。 254・ 255は高杯で、脚部が緩やかに外反 し、端

部で僅かに立上がる。 254は 脚部上位に 3個 、下位 に 6個 、 255は 4個 の透 しを持つ。 256

は器台で、体部は直線的に立ち、口縁部、裾部で緩やかに外反する。口縁部、裾部近 くにそれ

ぞれ 5個ずつ透 しを持つ。 257は椀で、口唇部で僅かに外反する。
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第57図 環濠出土土器実測図(2)

258～ 282は Ⅱ層黄色土出土の土器である。 258～ 266は 甕で、 258。 266は 平底を呈 し、

259。 262は上げ底を呈する。 258。 263・ 264。 266は 口縁部が「 く」の字に外反し、 259・

261。 262は カーブを描いて外反する。 260は 胴部上位が直行気味に立ち口縁部で緩やかに

外反する。最大径は 258～ 262は 口縁部にあり、263は胴部径 と口縁部径がほぼ同じで、264・

266は最大径が胴部にある。 265は胴部が内湾 しながら立上が り、口縁部に突帯を持ち、端部

に沈線を巡 らす。 267～ 277は 壷で、 267は 平底を呈 し、胴部中位 よりやや上で張る。口唇

部で、丸みを持って肥厚する。 268は 口縁部が朝顔形に開き、口唇部で、T字気味に肥厚 し、

2本の沈線を巡 らす。頸部 と肩部間に突帯を巡らす。 269は 口縁部が「 く」の字に外反し、口



唇部が肥厚する。 271は平底を呈 し、「 く」の字に張るソロバ ン形の胴部を持つ。 272～ 274

は平底を呈 し、胴部は丸みを持ち、 273は胴部中位で直線的に立上がる。 275は胴部は丸みを

持ち、肩が張 らず、頸部から口縁部にかけて緩やかに外反する。 276は 僅かに上げ底を呈 し、

胴部は丸みを持つ。肩部に十文字の線刻を施す。 277は二重回縁壺の口縁部で内傾気味に立上

が り、波状文を施す。 278～ 280は 高杯で、 278は 杯部が直線的に伸び、口縁部は垂直 より

やや外側に立上が り、口唇部は外側に肥厚する。 279。 280は 脚部が緩やかに外反 し、 279

は端部が僅かに立上がる。 280は 内外面にミガキを施 し、 3個の穿孔 を持つ。 281・ 282は

器台で、 281は体部が短 く、 281・ 282共に口唇部には 2本、281は体部に 8本、282は体部

に 19本の沈線を巡 らす。282は 2段に4個ずつの透 しを持つ。

283・ 284は Ⅲ層黒褐色土出上の土器である。 283は甕で、胴部中位よりやや上で張 りを持

ち、口縁部は「 く」の字に外反した後僅かに内湾する。胴部内面にハケを施す。 284は壷で平

底を呈 し、丸みのある胴部をもつ。口縁部は朝顔形に広が り、口唇部は肥厚する。肩部に3本

の突帯を巡 らし、胴部上位に 2個の円形浮文を持つ。

285～ 291は Ⅳ層オリーブ土出上の土器である。 285～ 289は壷で、頸部が緩やかに外反 し、

口縁部で水平に開く。 286は 口縁部が朝顔形に開く。 288は胴部は「 く」の字に張るが、径の

広い頸部を持つ。 289は平底を呈 し、胴部中位 よりやや上で「 く」の字に張る。外面にミガキ

を施 し、胴部上位に平行沈線文 とその上下に重弧文を施 し、肩部に平行沈線文 とその下に重弧

文を施す。いわゆる「免田系」の壺である。 290は高杯で脚部は緩やかに外反 し、杯部は斜め

方向に直線的に伸び 1段の稜を持つて、口縁部はやや外側に開き、口唇部で肥厚する。日縁部

内外面に朱を施す。 291は鉢 もしくは壺で平底を呈 し、内湾 しながら立上がる。

環濠 7出上の土器 (第 63・ 64図 )

292～ 295。 298・ 301～ 305。 310は 環濠 7下層出土、296。 297・ 299。 300。 306

は環濠 8と 合流 した位置出土、 307～ 309は環濠 7上層出土の上器である。 292～ 295は甕で、

292は上げ底気味の底部を呈 し、293・ 294は上げ底を呈する。 292は 口唇部が T字気味に肥

厚 し、 2本の沈線を巡 らす。 293～ 295は 口縁部が「 く」の字に外反 し、 294は 口唇部が僅

かに肥厚する。最大径はいずれも胴部上位にある。 296は甕もしくは壷の底部で平底を呈する。

297～ 304は 壺で、 297は 強いカーブを描いて外反 し、口唇部に沈線を施す。 298は 明瞭な

肩部を持ち、頸部から緩やかに外反する。 300は 回縁部がカーブを描いて外反 し、口唇部に波

状文を施す。 301は平底を呈 し、丸みのある胴部を持ち、頸部は僅かに外を向いて直線的に立

上が り、口縁部で外反する。肩部に線刻を施す。 302・ 303は丸みのある胴部を持ち、 302は

胴部上位で直線的に立上がる。 304は 「 く」の字気味に張った胴部を持ち、外面はミガキを施

す。 305は器台で外面にミガキを施 し、体部中位に 2本の沈線を巡らし、上中下 3段に4個ず

つ透 しを持つ。306・ 307は椀で、 306は平底を呈 し、 307は僅かに上げ底を呈 し、内外面に

ミガキを施す。308。 309は土師器の小型丸底壷で扁球形の胴部を持ち、口縁部は直線的に立

上が り、 308に 比べ 309の 口縁部が外傾する。 310は 高杯で、下部で僅かに屈曲し、直線的

に立上がる。
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環濠 8出上の上器 (第 64・ 65図 )

西側部分の底面から 40 clla浮 いた位置で出土 した。 311・ 312は 奏で、 ドーナツ状の上げ底

を呈する。外面全体にタタキが見 られる。畿内第V様式の甕である。 313・ 314は 壷で、 31

3は平底を呈 し、胴部中位 よりやや上で「 く」の字に張る。外面にミガキを施 し、胴部上位に

平行沈線文とその上下に重弧文を施 し、肩部に平行沈線文 とその下に重弧文を施す。いわゆる

「免田系」の壺である。 314は顎部に薄手で幅広の刻目突帯を巡らす。

環濠 9出上の上器 (第 65～ 69図 )

315～ 321は 環濠 9a出上の土器。 315'316は 甕で、共に口縁部が「 く」の字に外反 し、

315は 口縁部下に三角断面の突帯を巡らす。胴部が最大径 となる。 316は 口縁部下にヘラ様工

具による刺突を施す。口縁部径 と胴部径がほぼ同じになる。「瀬戸内系」か。 317・ 318は壷で、

317は長胴の壺で口縁部は短 く外反する。胴部上位に縦方向に突帯を持つ。 319は高杯で、脚

部が緩やかに外反する。 320は鉢で平底を呈 し、口縁部は「 く」の字気味に外反する。外面に

ミガキを施す。 321は椀で、平底を呈 し、僅かに内湾 しながら立上がる。

322～ 325は環濠 9b出土の土器。 322は甕で、上げ底気味の平底を呈 し、口縁部は「 く」

の字気味に外反する。最大径は口縁部にある。 323～ 325は 壷で、 323は 胴部がソロバ ン形

を呈 し、外面にミガキを施 し、肩部に平行沈線文、重弧文を施す。いわゆる「免田系」の壷で

ある。 324・ 325は長頸壺の顎部から上で共に直線的に立上が り口縁部で僅かに外反する。

326～ 328は環濠 9c出土の土器。 326～ 328は壷で、 326。 327は カーブを描いて外反し、

328は朝顔形に開く。 327は胴部上位に豆粒状の刺突を施す。

329～ 333は環濠 9d出土の土器。 329。 330は 甕で、 329は胴部が直線的に立上が り、

回縁部で「 く」の字に外反する。 331は甕 もしくは壷の底部である。 332は高杯で下部が直線

的に伸び、稜を持って口縁部は緩やかに外反する。 333は壺で、平底を呈 し、丸みのある胴部

を持つ。

334～ 337は環濠 9e出土の土器。 334は 甕で、口縁部が「 く」の字に外反 し、口縁部下

でヘラ様工具による刺突を巡らす。胴部径 と口縁部径がほぼ同じになる。 335は甕 もしくは壷

の底部で、平底を呈する。 336・ 337は壷で 336は平底を呈 し、胴部中位でかなり張 りを持つ。

口縁部は強 く、短 く外反する。

338は環濠 9f出土の土器。 338は甕で、上げ底を呈 し、口縁部は「 く」の字に外反 し、最

大径は胴部中位にある。

339。 340は環濠 9g出土の土器。 339。 340は壷で、 340は平底を呈 し、九みのある胴部

を持つ。口縁部は緩やかに外反し、口唇部が肥厚する。肩部にU字の線刻を施す。

341～ 362は環濠 9h出上の土器。341～ 346は甕で、341・ 342は上げ底を呈 し、343は

尖底気味の平底、 346は 平底を呈する。 341～ 343・ 345は 口縁部が「 く」の字に外反する。

344は 口縁部が緩やかに外反 し、 346は 短 く外反する。 342・ 346は 胴部径が最大径 となる。

341・ 343～ 345は 口縁部径 と胴部径がほぼ同じになる。 347～ 355は 壷で、 347は 長胴の

壷で平底を呈する。 348は胴部中位に張 りを持ち、口縁部はカーブを描いて外反する。 349は

-67-



丸底気味の底部を呈 し、丸みのある胴部を持つ。口縁部は強 く外反し、口唇部で丸 く肥厚する。

350は平底を呈 し、 351は長頸壷で平底を呈 し、胴部中位で張る。 351は直行気味に立上が り、

口縁部は「 く」の字に外反 し、口唇部が肥厚 し、僅かに下に垂れる。 352は上げ底気味になり、

九 く張った胴部を持つ。口縁部は短 く、強 く外反 し、頸部に穿孔を持つ。内外面にミガキを施

す。 354は器壁が分厚 く、口縁部が直行気味に立上がる。 355は ソロバン形の胴部を持ち、肩

部に平行沈線文、重弧文を施す。いわゆる「免田系」の壺である。 356～ 358は高杯で、 356

は高杯の口縁部で直行気味に外反 し、口唇部で肥厚する。内外面にミガキを施す。 357は杯部

が直線的に立上が り、脚部は緩やかに外反し端部が僅かに立上がる。杯部内外面、脚部外面に

ミガキを施す。 358は脚部が緩やかに外反し、端部で僅かに立上がる。外面にミガキを施 し、

脚部下位に6個 の透 しを持つ。 359は鉢で脚台状の底部を呈する。胴部は内湾気味に立上がる。

360。 361は 椀で、平底 を呈 し、内湾 しながら立上がる。 362は 蓋で、つまみを持たず、直

線的に開き、端部で僅かにつまみ上げている。

溝状遺構 1出上の土器 (第 70図 )

底面から 10 cm浮いた位置で出土 した。 363・ 364は 甕、 363は 口縁部がカーブを描いて外

反し、口縁部下に三角断面の突帯を巡 らす。最大径は胴部中位になる。上げ底を呈 し、胴部中

位 よりやや上で胴部最大径 となる。 365は長頸壷で、頸部が直行 し、口縁部が「 く」の字に外

反 し、口唇部が肥厚する。頸部に 10本の沈線を持つ。 366は器台で、体部が直行 し、口縁部、

裾部で外反し、回唇部で肥厚する。外面にミガキを施す。 367は ミニチュアの甕で、平底を呈

し、口縁部は「 く」の字に外反し、外面にミガキを施す。 368は ミニチュアの壺 もしくは甕で、

平底を呈 し、九 く張った胴部を持つ。

土器溜 り出上の上器 (第 71図 )

竪穴状遺構 22の埋土中位から出土 した。 369は 甕の底部で、脚台状の底部を持つ。作 りが

粗 く、指押 さえの痕が多 く残る。 370は壷の底部で、僅かに上げ底を呈 し、外面にミガキを施

す。 371～ 373は 高杯で、 371は 杯部で下部から直線的に立上が り、 1段の稜 を持って口縁

部が外反 し、口唇部に沈線を巡 らす。内外面にミガキを施す。 372・ 373は 脚部で 372は 緩

やかに外反する。

2段 ロテラス出上の上器 (第 72図 )

2段ロテラスより出土の一括の土器である。 374は壷の底部で丸底を呈 し、内外面に丁寧な

ナデを施す。 375～ 377は高杯で、 375は脚部が直線的に外反し、裾部が屈曲して内湾気味に

開 く。脚部中位に6個の透しを持つ。376は 土師器で下部が直線的に立上が り、1段の稜 を持

ってさらに直線的に伸び、口唇部で僅かに外反する。内面に放射線状に暗文を施 している。377

は杯部で下部が直線的に伸び、口縁部が直行する。 378は椀で、上げ底を呈 し、内湾 しながら

立上がる。
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第 63図 環濠出土土器実測図(3)

-69-



308

0               1 0cm

環濠7 297～310

環濠8 311



314

一

　

　

　

〔
３‐６

ρ

〃

〃″

l,照
l、  削

獣

環濠8   312～ 314

環濠9a  315～ 321

0               1 0cm

第 65図 環濠出土土器実測図中の

轟

-71-



0               1 0cm

３２５

３２８

３３３

”

”

”

３２２

３２６

３２９

ｂ

）^

ｄ

９

９

９

濠

濠

濠

環

環

環



呵
駆
螺

環濃9e 334～337
ザ岳指員9f  338

琴R指員9g  339、  340
琴ミ指員9h  341、  342

第 67図 環濠出土土器実測図|り

-73-



ヽ
ヽ

室
吻

環濠9h 343～350



/ヾ＼

了
~~~櫛

瑾垂J~~~戸

環濠9h 351～362

第 69図 環濠出土土器実測図|→
0              1 ocm

環濠 6出上の上器 (第 72図 )

379は重で、底部径が小さく、胴部上位で張 りを持つ、口縁部は僅かに内傾する。 380は高

杯の脚部で、緩やかに外反 し、裾部で外反が強 くなり、端部で沈線を施す。脚部中位に 5個の

透 しを持つ。 381は複合土器で器台に丸底の壺を乗せたような状態になっている。器台口縁部

は水平に外反する。壺は胴部中位以上、器台は体部下位以下が欠損 してお り、全容は解 らない。

風化が激 しく、壷内面、器台外面に僅かにミガキが残る。
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土器溜り上器実測図
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第 71図

374～378 2段ロテラスー括

379～381  環濠6-括
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・石器

出土遺構については後出する「出土石器計測表」を参考にされたい。

磨製石鏃 (第 73図 )

382～ 390磨製石鏃で、すべて両面に細かな擦痕を残す。 382～ 384は 大型の磨製石鏃で、

382。 383は 基部のえぐりのカーブが「 く」の字 を呈 し、 384は 全体の形態が柳葉形 をし、

基部のカーブは緩やかである。 385,389。 390は基部のえぐりのカーブが「く」の字を呈 し、

386は ほとんどみられず全体の形態が二等辺三角形を呈 し、 387は全 くみられず、基部が直線

的で全体の形態が柳葉形を呈する。 388は 下部が欠損 してお り、 389は 上部が欠損 している。

390も 上部が欠損 してお り、基部の位置が器長の中心線よりもやや左にずれてお り他の石器か

らの転用が考えられる。

石庖丁 (第 73,74図 )

391～ 394は 穿孔 を有 し、 395～ 398は 両端に袂入を有する石包丁である。穿孔を有する

石包丁は両面ともに丹念に磨かれてお り、 391は半月形を呈するが、約 3分の 1が残存するの

みで、 393は 2孔を有 し、両端が欠損 している。 394は ほぼ完形の状態で 2孔 を有する。両端

に狭入を有する石包丁は、穿孔を有する石包丁に比べ磨 きが粗雑で所々に自然面が残ってお り、

395～ 397は全体が長方形の形態を有 してお り、 395。 396は えぐりのカーブが緩やかで、

397は えぐりが「 く」の字を呈する。 398は えぐりの位置が他のものに比べやや高い位置にあ

り、また刃部が上下にみられることから他の石器からの転用が考えられる。

石鉦 (第 74図 )

400～ 403は 打製石錘で、 400は 長軸方向に打欠を有 し、 401～ 403は 短軸方向に打欠を

有する。404・ 405は切目石錘で長軸方向に切目を有する。

石斧 (第 74・ 75図 )

399は小型の扁平片刃石斧で、両面 ともに磨 きが施され、表の面に2稜が ミガキによって作

り出されている。 406は蛤刃形石斧で側面の片面部分は製作過程に付いたものか、他の石器ヘ

の転用、もしくはその逆の際に付いたものかは解 らないが多 くの敲打痕がみられ、その部分を

除いては全体にミガキが施されいる。

敲石 (第 75図 )

407は敲石で両面中央部、側面全体に敲打痕が入 り、それ以外はミガキが入ってお り、磨石

からの転用だと考えられる。

石丘石 (第 75図 )

砥石は 2点出土 してお り、 408は粗雑に打ちかいた石材をそのまま使用 してお り、表の面の

約 3分の 2と 右狽げ面上部斜面を主に研 ぎ面 として使用 してお り、縦横、斜めに擦痕が入 り、鋭

利なものを研いだものと思われる深 さ約 l Hunの 溝状に入る擦痕 もみられる。 409は厚みのない

扁平な石材を使用 し、全面に擦痕が入る。
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第 3節 縄文時代の遺構 と遺物

(1)集石遺構

調査の結果、 4基の集石遺構が検出された。いずれも、Ⅲ層暗褐色土での検出で弥生時代の

遺構 と検出面は変わらないが、遺構埋土 と形態より縄文時代の集石遺構 とした。

集石遺構 1(第 76図 )

約 150× 160 cmの範囲で礫が集中してお り、北側の傾斜する部分で検出されたため明瞭な掘

込み面の確認はできなかった。 10 cm～ 20 cmの 円礫により構成され一部で角礫 も見 られる。半

分程度が赤変 している。

集石遺構 2(第 77図 )

約 50× 60 cmの範囲で礫が集中してお り、掘込み面は確認されず、一部を樹根により攪乱さ

れている。 5 cm～ 10 cmの 円礫、角礫 と 15 cm程の円礫により構成され、周囲にも拳大の礫が散

乱 してお り、ほとんどが赤変 してお リー部の礫は黒変 している。               椰 )

集石遺構 3(第 78図 )

約 60× 70 cmの 範囲で礫が集中してお り、 46× 36 cm、 深さ 10 cmの スリバチ型の掘込みを

持つ。 5 cm～ 10 cmの 円礫、角礫により構成され、周囲に 5 cm程 の角礫 と 15 cm程の円礫が散乱

してお り、一部で赤変、黒変 している。

集石遺構 4(第 79図 )

約 140× 140 cmの 範囲で礫が集中してお り、掘込み面は確認されず、弥生時代の柱穴 と竪穴

状遣構 19に より切 られている。多 くは、 5～ 15 cmの 円礫、角礫で構成され、 3 cm程の破砕礫

もみられ、ほとんどが赤変してお リー部の礫は黒変 している。

(2)遺物

比較的Ⅱ層黒褐色土以下の残存状況の良い調査区東側に3本の トレンチを設定 した結果、 ト

レンチ 1よ り4点 の縄文土器が出土 した。また、弥生時代の遣構においても埋土中から縄文土

器、石器が出土 しており、一括資料 として掲載する。

①縄文土器 (第 80図 )

410は トレンチ 1出土の土器。深鉢形土器の口縁部の破片で、口縁部が内側にL字に内湾 し、

一部は口唇部がコツプ状 となる。口唇部、口縁部内外面に突帯を施 し、口縁部外面には環状に

3重の突帯を巡らす。「瀬戸内系」か。411は表面採集の土器。深鉢形土器の胴部上位で楕円押

型文を横位に施す。412は住居 15出上の上器。深鉢形土器の胴部下位の破片で山形押型文を横

位に施す。413は 環濠 2の埋土出上の上器。ヘラ様工具による沈線を縦位、斜位に施す。「桑ノ

丸系」か。414は土坑 16埋土出土の土器。平棒式上器の胴部の破片で縄文を縦位に施す。 415

は環濠 5埋土出上の上器。塞ノ神式土器の胴部の破片で幅狭な撚糸文帯を縦位に施す。416は

住居 3埋土出土の土器である。市来式土器の口縁部破片で回縁端部に貝殻文、その下位に爪形

文を施す。417は 土坑 19出上の土器。波状口縁を呈 し、口唇部が肥厚 し、端部には刻みを、口

(9



縁部外面に2本の平行 した太めの沈線 とU字に曲がる沈線を、その間と下に連点文を施す。 4

18は住居 10出土の上器。波状口縁を呈 し、内面に条痕を施 し、外面には口唇部に縦位に短い

沈線が、その下に波状に沈線を施す。「阿高系」か。

②石器 (第 81図 )

419、 420は 横型の石匙である。 419は 表面採集で、両面加工を施 してお り、刃部に対 し

つまみ部が大きく、刃部の欠損部分から判断するとつまみ部の位置が刃部の中央部よりやや右

寄 りに付けられている。 420は環濠 8出土で、一側面のみに加工が施されてお り、 2回の打撃

のみで刃部がつ くられている。 421は表面採集で本体がほぼ正三角形の形態を呈 し、両面に加

工が施され、 1角 は石鏃の先端部様に、 2角 は石匙のつまみ部様の加工が施されている。石鏃、

石匙両方の性格を持ち、特定の名前を与えられないため、「異形石器」 とする。
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第 79図 集石遺構 4実測図
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第 4節 旧石器時代の遺物

旧石器時代の調査 も縄文時代の調査の際設定 した トレンチをそのまま尊重 し、V層黄色土層

上面 (Ⅳ層褐色土)ま での掘 り下げを行った。結果は以下の通 りである。

トレンチ 1-当初東西 2× 10mの トレンチを設定 した結果、Ⅲ層茶褐色上において、旧石

器時代の遺物 と考えられる剥片等が、比較的、集中した状態で出土 したため、集中した箇所を

南 5m西 4m拡張 した。その結果、剥片尖頭器が 1点、ナイフ形石器 3点、三稜尖頭器 1点、

使用痕剥片 5点、剥片 52点、砕片 21点、石核 ユ点の遺物が出上 している。

トレンチ 2-東西 2× 5mの トレンチを設定 した絃果、 5 cm程 の円礫、角礫が 5点出土 した

のみで、 トレンチの拡張は行わなかった。

トレンチ 3-東西 2× 5mの トレンチを設定 した結果、 5 cm程 の円礫が 3点 出土 したのみで、

トレンチの拡張は行わなかった。

旧石器時代の遺物 も縄文時代同様、弥生時代の遺構の埋土に多 く混入してお り、また表面採

集の土器 も、一括資料として掲載する。

(出土遺物 )

トレンチ 1(第 82図 )

422は剥片尖頭器である。縦長剥片を素材 とし、両側基部全体に加工を施 してお り、右側刃

部、先端部が欠損 している。

423～ 425は ナイフ形石器である。それぞれ縦長剥片を素材 とする。 423は右側縁部に主

要剥離面及び背面からブランデイング加工を施 し、左側縁部の刃部下位にもブランディング加

工を施す二側縁加工のナイフ形石器である。 424は右側縁部に主要剥離面からブランディング

加工が施される一側縁加工のナイフ形石器で先端部が欠損 している。 425は右側縁部に主要剥

離面及び背面からブランディング加工を施す一側縁加工のナイフ形石器で、左側刃部に使用痕

がみられる。

426は三稜尖頭器の上部である。厚みのある剥片を素材 とし断面が三角形を呈 してお り、主

要剥離面及び、稜上より加工を施 している一側面加工の三稜尖頭器で、先端部以下は欠損 して

いる。ナイフ形石器の可能性 もある。

一括資料 。表面採集 (第 82図 )

427は環濠 2出土のナイフ形石器で、縦長剥片を素材 とする。右側、左側基部全体に加工を

施 してお り、左側縁部に背面から明瞭なブランディング加工を施 してお り、右側刃部に若千の

使用痕がみられ、先端部が欠損 している。剥片尖頭器の可能性 もある。

428・ 429は 表面採集の剥片尖頭器で縦長剥片を素材 とし、 428は 両側基部全体に加工を

施 し左側縁端部にブランディング加工が施されてお り、両側刃部に使用痕がみられる。 429は

両側基部全体 と主要剥離面より加工を施 している。

430は表面採集の三稜尖頭器である。三稜上から加工を施 してお り、一側面のみは上部のみ

の加工 となってお り、先端部を欠損 している。
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第 5節  その他 の時代の遺構 と遺物

(1)遺構

溝状遺構 2(第 5図 )

東側の平坦面から南側の平坦面ににかけて検出された。幅 1.Omの 2本の溝が北西から南東

方向へ 3m流れた位置で合流 し、幅 2mの溝になる。その溝状遺構はそのまま北東方向へ 14

m流れ、その後ほぼ直角に曲がって南西へ 17m流れる。溝が 2本合流する前は礫層 となって

お り、その伸びる先は不明である。深 さは合流地点が 8 cm、 直角に曲がる部分が 45 cm、 南西

側先端部が 80 cmと 合流地点が一番浅 く、標高 も合流地点の底面の深 さが 29.7m、 南西側先

端部が 27.5mと 南西の方が深 くなるため、北西の方角から南西の方角に流れていたと考えら

れる。遺物は陶器、磁器、煙管等が出土 してお り、近代 まで使用された溝状遺構 と考えられる。

掘立柱建物 1(第 84図 )

礫層面で検出された。重機で表土を除去 した際、丘陵中央部の標高 30mを超える地点では

一帯に礫層が露出してお り、この部分については調査対象からは外 し、ピット状のものがみら

れるものの、礫層の中にあって、そのピットの埋土 も礫層 とはほとんど変わらない礫を多 く含

む土だったため、調査以前は樹木が繁っていたことから多 くが樹根痕 と考えられていた。 しか

し、そのビット状のものの上端のみを実測 した結果、掘立柱建物 となる可能性がでてきたため、

その実測図を掲載 した。掘立柱建物は 2通 り考えられ、実測図中の実線のものを 1-1、 破線

のものを 1-2と する。 1-1は 梁行 3間 (5。 9m)、 桁行 4間 (7.5m)を 計 り、南側に

廂を持つ。 1-2は 梁行 3間 (5。 9m)、 桁行 3間 (5。 7m)を 計 り、総柱の建物 と考えられ

る。 1-1、 1-2共 に欠損する柱があるため、決定力に乏 しく、先述 した通 り、調査が上端

の実測のみで、掘下げを行わなかったため柱穴の相互関係 を計ることはできなかった。また、

この建物から北に 13～ 15mの位置にも、空中撮影の際、掘立柱建物 と考えられるピット状の

ものが確認されたが、こちらは実際に現場において肉限での検出は不可能であった。

(2)遺物 (第 83図 )

431・ 432は 共に表面採集の遺物である。 431は 青銅製の環である。直径 2。 2 cmを 計 り断

面は円形を呈する。金環か。 432は 「朝鮮通宝」で、直径 2.4 cm、 内径 0.5 cmを 計 り、初鋳

造年は 1423年 である。造 りが良好なため舶載品だと考えられる。近世墓に伴つたと考えられる。
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出土土器観察表 1

遺物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(clm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

1 住居 1 甕 底径 6.1 ナデ ナデ
外 ―にぶい褐
内―にぶい黄橙

2mm以下の粒を含む

2 ″ 甕
日径 101

護屋1歩ケ ナデ ナデ
橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 3mm以下の粒を含む

3 ″ 壷 口径 13.2 ナデ ナ デ
外―橙
内一種

砂粒を含む

4 望 底径 6.2
ナデ
ハケ

ナ デ
笹黄

灰
浅
褐

外
内 細砂粒、砂粒を含む

5 ″ 壺 底径 19
ナデ
ケズリ ナデ

外 ―にぶい黄橙
内一褐灰

砂粒を含む

6 ″ 鉢
El τ乙22.0
ヨξ澪憲160
[薫 至至 20

ナ デ ナデ
橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 3mm以下の粒を多 く含む スス付着

7 ″ ミニチェア鉢
径
高
径

日
器
藤

ナデ
ミガキ

ナデ
ミガキ

外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

2mm以下の粒を含む スス付着

8 住居 2 鉢
径
高
径

日
器
底

ナ デ ナデ
外 ―橙
内―にぶい橙

01～ lmm以下の粒及び0.5～ 4
mm程度の砂粒、砂礫を含む

9 住居 3 甕 口径180 ナ デ ナ デ
外 ―浅黄橙
内一浅黄橙

3mm前後の粒を多く含む

″ 甕 底径 73 ナデ ハち〆
外 ―にぶい褐
内―黒褐

1～ 4 HIm程度の粒を含む

〃 望 底径 4.6 ナ デ ハ ク
褐赤明

黒
一　

一

外
内 3mm以下の砂粒を含む

霊 口径 90
ナデ
ハケ

ナデ
エビオサエ

橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 2mm以下の砂粒を含む

″ 椀 ]岳 拝こ 83
だミぞ至 47

ナデ ナデ
ミガキ

外―にぶい黄種
内―にぶい橙

05～ 4 HIInの粒を含む

″ 蓋
径
高

口
器 ナデ ナ デ

外―にぶい黄橙
内一種

住居 4 甕 口径24,7 ナ デ ナデ
外―灰黄
内一浅黄

5mm以下の砂礫を含む スス付着

望 口径 5.0 ミガキ ナデ
外―にぶい橙
内一黒

2mm以下の粒、細砂粒を含む スス付着

霊 底径 3.3 ナデ ナデ
外―浅黄橙
肉―黒

3mm前後の砂粒及び微小な粒を
含む

ミニチュア壺 底径 12 ナデ ナデ
外―灰黄
内一灰黄

lmm以下の微小な粒をごくわず
かに含む

住居 5 甕
口径162
器高19,0

ハ ケ ナデ
橙
橙

外
内

01～ 2mmの粒と0.5～ 4mmの砂
粒、砂礫を含む

″ 甕

Eヨ 径 104

==拝
憲112

だミ至≧ 34
不 明

ユビオサエ
ナデ

外―淡赤橙
内一種

0,1～ 2mmの粒と0.5～ 4mmの砂
粒、砂礫を数多く含む

スス付着

鉢

LJffZ4 5
器 高 161
だ三窄と 76

ナデ
ハケ

ナデ
外―にぶい黄橙
内一橙

3mm以下の粒を含む

″ 高杯
律
高
径

口
器
底

ナ デ ナ デ
外―赤褐
内一橙 礫、砂粒、細砂粒をわずかに含む 透 し

椀
律
高
径

口
器
底

不 明 ナデ
外 ―暗褐
内一暗褐

3mm以下の砂粒を含み、2mm以
下の微小な粒を少量含む

椀
口 争差125
∃岳干憲 85
だミぞを 33

ナ デ ナデ
外 ―灰黄褐
内―にぶい黄橙

3mm以下の粒を含む 鉢か ?

住居 6 甕 日径133 ナ デ ナ デ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

4mm以下の砂礫をかな り多く含
む

スス付着

″ 甕 口径19.6 ナデ ナ デ
外 一黄褐
内一明黄褐

4mm以下の砂礫を含む スス付着

″ 甕 底径 4.8 ナ デ ナデ
外 ―にぶい赤褐
内―にぶい黄橙

4mm以下の砂礫を含む スス付着

″ 霊 口径 8.8 ナデ ナデ
橙
檀

黄
黄

浅
浅

外
内 l HIm以下の粒を含む

″ 高杯 底径16.0 不明 ミガキ 外 ―浅黄橙
内一浅黄種

5mm以下の砂粒、細砂粒を多 く
含む

住居 7 甕
口径175
器高22.5

不 明 ナ デ
外 ―にぶい褐
内一種

4mm以下の砂粒を多く含む
lmm以下の粒を少量含む



出土土器観察表 2

豊物

雪号
出土遺構 器 種

法 量

(cln)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

住居 7 甕 口径 5.2 不明 ナデ
褐
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内

3mm以下の粒を含む。2mm以
下の粗をわずかに含む

スス付着

壺 口径121 ナ デ
ユビオサエ

ナデ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

32mm以下の礫、粒を多く含む

gg 底径 55 不 明 ナデ
外 ―浅黄構
内―褐灰

3mm以下の粒を含む

亜 日径H3 ナ デ ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内
35mm以下の礫粒、細砂粒を多 く
含む

高杯 ミガキ ナデ
外 ―浅黄橙
内―浅黄橙

砂粒、細砂粒を多 く含む
礫石英を少し含む

器台 底径19,7 ハ ケ ナ デ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　
一

外
内 砂粒を多 く含む

ミニチェア鉢
高
径

器
底

ナデ
ハケ ナデ

橙
橙

淡
淡

外
内

05～ 4mmの砂粒、砂礫を多く含
む

住居 8 甕 口径132
ナデ
ハケ ナ デ

外―にぶい橙
内―にぶい橙

2mm以下の粒を含む

鉢
卜Jt奎 15υ
器 高 137
Fモ ぞ啓 70

ミガキ
ミガキ
ナデ

橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 3mm以下の粒を含む

高杯 ナデ ミガキ
橙
橙

外
内

3mm以下の砂粒、細砂粒を多 く
含む

住居 9 ミニチェア鉢 器 高
底 径

ナデ ナ デ
外―褐灰
内一灰黄褐

lmm程度の粒を含む スス付着

ミニチュア甕
口て垂 3_6
器 高  40
底 径 ll

ナデ ナデ
橙
橙

黄
黄

外
内 05～ 3mm程度の砂粒を含む

住居 10 甕 底径 60
ハケ
ナデ

ナ デ
外―浅黄橙
内一黒

2mm以下程度の砂粒を含む

霊 口径Hl ナ デ ユビオサエ 外 ―明赤褐
内―明赤褐

7mm以下の砂礫と3mm以下の
粒を含む 線刻

鉢 口径24.6 ナデ ナ デ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 砂粒、細砂粒を多く含む スス付着

高杯 底径13,7
ヘラケズリ

ナデ ナ デ
橙
種

外
内 砂粒を少量含む

器台 口径30.0 ミガキ
ミガキ
ナデ

外 ―にぶい褐
肉―明褐

4mm以下程度の砂粒を多く含む 透 し

〃 ヨップ形土器 底径 44 ナデ ナデ
外 ―にぶい黄種
内―にぶい黄橙

砂粒、細砂粒を多く含む

住居12 甕

径
高
径

口
器
底

ナ デ ナデ
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

7mm以下の砂礫を含む

″ 霊 底径 56 ケヽ
舛

ノ

ミヽ

ハケ
ナデ

外―にぶい黄橙
肉―褐灰

2mm以下の砂粒を含む

住居13 甕

径
高
径

日
器
底

ナ デ
ナデ
ミガキ

外 ―にぶい褐
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒と細砂粒を多く
含む

″ 高杯 底径12.3 ミガキ ミガキ 外 ―にぶい黄橙
内―黒褐

2mm以下の砂粒を少量含む

″ ミニチユア鉢
高
径

器
底

ナデ
ミガキ

ナ デ 外 ―灰黄
内―黒

2mm以下の砂粒を含む

住居15 士笠 ミガキ ナデ
外―浅黄橙
内―黒

2mm以下の砂粒を含む 免田系

椀
偉
高
径

口
器
底

ナデ ナデ
色
色

褐
褐

外
肉

3mm以下の砂粒を含む

住居16 堕

日て垂 84
器 高 157
廼こイ垂 27 ガ耕

ナ デ
種

橙
い

赤
ぶ

淡
に

外
内 砂礫を微量含む

〃 高杯 ナ デ
ケ
デ

ハ
ナ

橙
橙

ぶ
ぶ

，
単
こ

一　

一

外

内 細砂粒を多量に含む

ミニチュア壷 底径2.1 ナデ ケズリ
灰
灰

黄
黄

一
　

一

外
内 砂粒、細砂粒を少量含む

住居 19 甕 底径80 ナ デ ナ デ
外―浅黄橙
内―黄橙

砂礫を多く含む

〃 甕 底径56 ナ デ ナ デ
外―にぶい黄橙
肉―明黄褐

砂粒、細砂粒を含む スス付着



出土土器観察表 3

遺物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(cm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 肉 面

住居19 望 口径14,3
ハぢ′
ナデ ナ デ

外―灰白
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を含む
スス付着
線刻 ヘラ記号

望

口 T~‐  も1

器 高 185
だ篤牟そ 35

ハιオ
ナデ

ハを′
+デ

橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 35mm以下の砂粒を少量含む スス付着

″ 蓋 ナ デ ナデ
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい褐灰

砂粒、細砂粒を多く含む

住居20 甕

口 I主

“

υ
号岳手霊305
だく宅こ 60

ナデ ナ デ 橙
橙
黄

一
　

一

外
内 砂粒を少量含む スス付着

甕 ナ デ ナデ
外 ―にぶい橙
内一橙

5mm以下の砂礫を含む
連続刺突
スス付着

″ 甕 日径147 ナ デ ナデ
外―にぶい褐
内―にぶい黄褐

5mm以下の砂礫を含む スス付着

″ 甕 器高18.2
ハケ
チデ ナデ

外―にぶい橙
内一浅黄橙

3mm以下の砂粒を含む

″ 甕 底径 70 ナ デ
ハケ
ナデ

橙
灰

外
内 2mm以下の砂粒を含む

″ 甕 ナデ ナデ
外―灰黄
内一橙

4mm以下の砂礫を含む スス付着

″ 甕
ナデ
ハケ ナデ

外 ―にぶい黄種
内―にぶい黄種

3mm以下の砂粒を少量含む

〃 望 器高212 デ
ケ

ナ

ハ
ナデ
ハを〆

外 ―浅黄橙
内―にぶい橙

2mm以下の砂粒を微量含む スス付着

″ 望 日径 8.3
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―浅黄種
内―淡黄

3mm以下の砂粒を多く含む 線刻

士質 口径109 ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外―にぶい褐
内―にぶい黄褐

2mm以下の砂粒を含む
線刻
スス付着

″ 霊
ミガキ
ナデ ミガキ

外―橙
内一にぶい黄橙

砂粒を少量含む 穿孔

望 底径 53 ハ ケ ナデ
ハケ

橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 4mm以下の砂粒を含む

望 底径 2.3 ハ ケ ハぢ′
外 ―灰黄
内―にぶい褐

2mm以下の砂粒を含む スス付着

士霊 底径 27 ナ デ ナデ
外 ―にぶい褐
内一黒

5mm以下の砂礫を含む

望 底径 12 ナ デ ナ デ
橙黄

白
浅
灰

外
内 2mm以下の砂粒を少量含む

鉢

Eヨ 宿巨166
∃
=拝

慧129
涯ミ至猛 30

ナ デ ナデ
外―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

5mm以下の砂礫を含む

″ 高杯 底部126 ナデ ナデ
外 ―赤
内一赤

5mm以下の砂粒を含む

高杯 底部15.8 ナデ ナデ
外 ―明黄褐
内一灰自

4mm以下の砂粒を含む

高杯 ナデ ナデ
外 ―赤褐
内―赤褐

3mm以下の砂粒を多く含む

高杯 底径162 ナ デ ナ デ
外―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を含む

器台
ハι′
ナデ

ケ
デ

ハ

ナ

外―橙
内―にぶい橙

6mm以下の砂粒を多く含む 透 し

椀
E]イ垂124
3岳 拝≡102
だミ宅乙 36

ナ デ

ハ

`πヘ ラ
外 ―にぶい橙
内一褐灰 砂粒を少量含む

椀
器高H.4
底径 60

ナ デ ナデ
外 ―にぶい褐色
内―にぶい橙

砂粒を含む

蓋
日径 17.0

器高 9,2
ナデ ナデ

外 ―にぶい種
内―にぶい種

6mm以下の砂粒を含む

ミニチェア鉢
径
高
径

日
器
底

ナ デ ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 3mm以下の砂粒を含む

ミニチェア壺 耕ガ
ナ デ

外―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

3mm以下の細砂粒を含む 朱痕

住居21 甕 口径 17.9
ナデ
ハケ

丁軍なナデ
ハケ

外―浅黄橙
内一浅黄橙

3mm以下の砂粒を含む



出土土器観察表 4

童物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(cm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

住居21 霊 器高298 ハ ケ
ナデ
ハを′

橙
橙

一
　

一

外
内 3mm以下の砂粒を含む

一望 口径 105
ナデ
ハケ

ナ デ
外 ―浅黄橙
内一褐灰

3mm以下の砂粒を微量含む

鉢 器高 93 ミガキ ナ デ
橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 3mm以下の砂粒を含む スス付着

住居22 甕 底径 80 ナ デ ハ ケ
褐
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

肉 砂粒を含む

甕 底径 57 ハ ケ ケズ リ
外―にぶい橙
肉―灰黄褐

砂粒を多量に含む スス付着

高杯 底径113 ミガキ ナ デ
外―浅黄橙
内―浅黄

2mm以下の砂粒を少量含む 透 し

″ 小型丸底壺 器高 91 舛
ケヽ

ミ
ヽ
ノ

ミガキ
チデ

外 ―にぶい橙
内―橙

細砂粒を多く含む 土師器

竪穴状遺構1 甕
ハケ

ナデ

ハぢπ
ナデ

外―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を多量に含む スス付着

″ 士望 ガ鴻
ハ 4/
ナ デ
ミノデキ

外 一橙
内一灰白

砂粒を微量含む

電 ナ デ ナ デ
外―橙
肉―橙

細砂粒を多く含む 浮文

竪穴状遺構2 高邦 底径15,7 丁寧なナデ 丁軍なナデ
外 ―にぶい赤褐
内一黒褐

3mm以下の砂粒を多く含む

ミニチュア鉢 器 高  83
だミ至≧ 35

丁寧なナデ ハιア
外―浅黄橙
内一橙

6mm以下の細砂粒を含む

椀
口 径
器 高
底 径

ナデ
ミガキ

丁写なナデ
外 ―浅黄橙
内―橙

3mm以下の砂粒を含む

竪穴状遺構5 甕 ハ ケ ハ ケ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

二外
内 砂粒を少し含む

連続刺突
スス付着

望 ミガキ ナデ
橙
橙

一
　

一

外
内

3mm以下の砂粒を多く含む 長頸壷

高杯 底径121 ミガキ ナ デ
外 ―浅黄橙
内―にぶい橙

微細粒を含む スス付着

竪穴状遺構6 堕

E]径 150
器 高 146
底 径 51

不 明 ナデ
外 ―浅黄橙
内―浅黄橙

微細粒を多く含む 穿孔

竪穴状遺構12 士霊
ナデ
ミガキ

ハケ
ナデ

外―にぶい黄橙
内―橙

砂粒を含む スス付着

竪穴状遺構13 甕

E]径 128
∃ξ拝三210
広

=イ

子 r17 ナデ ナデ 橙黄いぶ
橙

に
一
　

一

外
内

2mm以下の砂粒を含む スス付着

霊

日径 170
器 高 172
にこでと 70

不明
ハケ
ナデ

種
橙

一
　

一

外
内 3mm以下の砂粒を多く含む 穿孔

竪穴状遺構14 甕 日径192 ハ ケ ナデ
外―橙
内一浅黄橙

砂礫を多く含む スス付着

竪穴状遺構17 甕
E]宿&317
号母拝≡332
涯ミ宅登 65

ハケ
ナデ

ナデ
外 ―橙
内―にぶい橙

細砂粒を多く含む
刻目突帯
スス付着

竪穴状遺構23 甕

径
高
径

日
器
底

ナデ
ハケ

ナデ
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を多く含む

竪穴状遺構24 一望
佳
高
径

四
器
底

ナ デ ハオ′
外―にぶい橙
内一橙

3mm以下の砂粒を多く含む 線刻

竪穴状遺構25 甕 ナデ ナ デ
外 ―にぶい黄橙
内一浅黄橙

5mm以下の砂礫を含む スス付着

鋏
口 C乙 191
留
=F慧

153
底 径 71

ミガキ ミガキ
褐
橙

外
内

2mm以下の砂粒を含む スス付着

高杯 日径221 ミガキ 競ガ
外―明赤褐
内一橙

2mm以下の砂粒を含む

椀

■
お
ぉ

径
高
径

口
器
庫

ハιオ
ナデ

ナ デ
外 ―橙
肉―橙

2mm以下の砂粒を含む

ミニチュア鉢 ミガキ ミガキ 外―にぶい黄桂
内―にぶい黄橙

lmm以下の砂粒を少量含む
穿孔
スス付着

貯蔵穴 1 甕 ナ デ
ハιπ
ナデ

橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内

5mm以下の砂粒を含む



出土土器観察表 5

貴物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(cm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内  面

貯蔵穴 1 霊 ガ券
丁寧なナデ

ハケ
外―黄橙
内一黄橙

砂粒を含む

笠 ナ デ ナ デ
外 ―橙
内―橙

4mm以下の砂粒を含む

望
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 3mm以下の砂粒を含む 長頸壷

″ 一望
器高212
底径 42

ハケ
ナデ

ハケ
ナデ

種
橙

黄
黄

浅
浅

一
　

一

外
内 4mm以下の砂粒を含む 長頸壷

器台 丁寧なナデ ナデ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

3mm以下の砂粒を含む 透 し

器台 底径207 ナデ ナデ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 3mm以下の砂粒を少量含む 透 し

貯蔵穴 3 甕
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―黒褐
内―灰黄褐

砂粒を含む スス付着

甕 底径 39
ハケ
ナデ

ハぢπ
ナデ

外 ―浅黄橙
内一黒褐

砂粒を含む 壷か ?

甕 底径 50
ハケ
ナデ

ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 3mm以下の砂粒を含む スス付着

″ 甕 底径 51
ハケ
ナデ

ナデ
橙黄い

褐
ぶ
黄

に
灰

外
内 4mm以下の砂粒を多く含む

高杯 底径134 ミガキ 耕ガ
外 ―にぶい橙
内―浅黄種

砂粒を少量含む スス付着

″ 蓋
日径123
器高 7.2

ミガキ ナ デ 褐黄
褐
い

黄
ぶ

灰
に

外
内 3mm以下の砂粒を多く含む

ミニチユア鉢
日 て垂 76
器 高 71
麻 径  rI R

ミガキ ナ デ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 砂粒を含む

貯蔵穴 4 甕
ナデ
ミガキ ガ謝

外 ―灰黄褐
内一浅黄橙

砂粒を少量含む スス付着

貯蔵穴 5 甕 底径 6.0 ハ ケ ナデ
外 ―明黄褐
内―明黄褐

5 alm以下の砂粒を含む

貯蔵穴 7 甕 口径126 ナ デ ナデ
褐
橙

ぶ
ぶ

こ

，
こ

一　

一

外

内 砂粒を少量含む スス付着

″ 亜 底径 6,7
ハケ
ナデ

ナデ
外 ―にぶい橙
内―灰

lmm以下の細砂粒を多 く含む

望 日径 190
ハケ
ナデ

ハオπ 外 ―にぶい橙
内―にぶい黄橙

細砂粒を多く含む

器台 底径185
ハウオ
ナデ

ナ デ
ハ ′/
ミノデキ

外―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を少量含む 透 し

ミニチュア鉢 底径 29
ハιπ
ナデ

ハぢπ
ナデ

外―浅黄
内―暗灰黄

2mm以下の砂粒を含む

貯蔵穴15 甕 ハぢ′
ハケ
ナデ 橙

橙
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 細砂粒を多く含む スス付着

″ 甕 日径168 ナデ ナ デ
外―淡赤橙
内一淡赤橙

4mm以下の砂泣を含む スス付着

″ 甕 底径 66
ハι′
ナデ

ク
デ

ハ
ナ

橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 3mm以下の砂粒を含む

″ ↓望 底径 63 ミガキ ハ ケ
外 一橙
内一灰白

砂粒を多く含む

″ 望 ミガキ
ハケ

丁寧なナデ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を多く含む 長顕壷

″ 高杯
E耳 窄ζ253
日
=手

≡209
広i考畢 1ク R

ミガキ 粉ガ
褐
褐

黄
黄

明
明

外
内 3mm以下の砂粒を多く含む

″ ミニチエア甕 口径56
ナデ
ミガキ

ナ デ
外―にぶい黄橙
内―にぶい橙

35mm以下の砂粒を多く含む

貯蔵穴16 甕
径
高

日
器

ハケ
ナデ

ハιπ
ナデ

褐
褐

黄
黄

明
明

外
内 砂礫を含む

″ 甕 底径5,3 ナ デ ナ デ 外 一橙
内―にぶい橙

4mm以下の砂粒を含む スス付着

″ 甕 ナデ 丁寧なナデ 外 ―浅黄
内―にぶい黄橙

砂粒を含む スス付着



出土土器観察表 6

遺物

番号
出土遺構 器  種

法 量

(cm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

貯蔵穴17 甕

径
高
径

日
器
底

ハケ
ナデ

ナデ
黄
黄

灰
灰

一　

一

外
内 2mm以下の砂粒を含む

刻目突帯
スス付着

貯蔵穴18 甕
日宅ζ133
∃辞拝護14,7

ハぢπ
ナデ

ナデ
外一黒
内一にぶい橙

4mm以下の砂粒を多く合む

甕
口 径 113
器 高 14_0
を三宅と 30

ハぢπ
ナデ

ハ オォ 外―にぶい橙
肉―橙

6mm以下の砂礫を含む

甕
器高1325
底径 34

ハケ
ナデ

ハιπ
橙
橙

ぶ
ぶ

，
こ
こ

一　

一

外

内 6mm以下の砂礫を多く含む

一望

LJ t=lυ Z
∃ξ浮三298
握ミぞそ 5_0

ナ デ
ハケ

丁寧なナデ
外―にぶい橙
内―にぶい黄橙

5mm以下の砂粒を多く含む 絵 画

一望

にltと Vも
∃
=存

慧242
だミ珀コ 34

ミガキ
ハιπ
ナデ

橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 45mm以下の砂粒を含む

″ 笠

径
高
径

日
器
虐

ナ デ ナ デ
外―にぶい黄橙
内―褐灰

3mm以下の砂粒を多く含む 絵画

一空

E]イ蚤100
号母拝尋238
だミ宅≧ 54

ハケ
ナデ 丁寧なナデ

外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

7mm以下の砂礫を含む、細砂粒
を多く含む

絵画

gg
後
高
径

口
器
底 ガ券

ナ デ
外―にぶい橙
内一褐灰

105mm以下の砂礫を多く含む

″ 一霊

口 ぞ旨 85
号ξ拝霊200
だく牟≧ 35

ハ ιオ
ナ デ
ミノデキ

ハ ケ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

3mm以下の砂粒を多く含む

士堕

四 千と t」 υ

暑
=痒

三235
だ更牟乙 58

ミガキ ナデ
外 ―浅黄橙
内一浅黄橙

3mm以下の砂粒を含む 長頸壺

貯蔵穴19 甕
口 径 205
号二手慧320
だ罵ぞ≧ 62

ハケ
ナデ

ハ ケ
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を含む

甕
口 伸凱 も/

∃ξ干慧260
だ電ぞ≧ 52

ハιオ ハ ケ
外 ―赤橙
内―橙

3mm以下の砂粒を含む スス付着

甕

径
高
径

日
器
庫

ハケ
ナデ

ハケ
ナデ

橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

内 3mm以下の砂粒を多く含む
穿孔
スス付着

″ 甕 不 明 ナ デ
外―浅黄橙
内一褐灰

4mm以下の砂粒を多く含む

″ 甕
ハケ
ナデ

ナ デ
外―浅黄橙
内一浅黄橙

砂粒を含む スス付着

″ 霊 口径113
ナデ
ミガキ

ナデ
ハケ

外―浅黄橙
内一にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を含む スス付着

霊 底径 44 ミガキ
ハケ
ナデ

黄
黄

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 4mm以下の砂粒を含む

一望 口径116
ナデ
ミガキ

ナデ
ミガキ

橙
橙

一　

一

外
内 4mm以下の砂礫を少量含む 長頸重

″ 壺 不 明 ハ ケ
外―にぶい黄糧
内―にぶい黄橙

lmm以下の微細粒を少量含む

霊 底径 64 ナ デ ナ デ
外―にぶい赤褐
内―にぶい黄橙

03mm以下の細砂粒を多 く含む

ミニチュア壷 ナ デ ナ デ
種
橙

ぶ
ぶ

こ

「
」

一　

一

外

肉 微細粒を多く含む

高杯
器高183
底径138 ガ粉

ナデ
ミガキ

外―にぶい種
内―にぶい黄橙

5mm以下の砂礫を含む

土坑 2 甕 ハ ケ ナ デ
外―浅黄橙
内―にぶい黄種

細砂粒を含む
刻目突帯
スス付着

甕 ナ デ ナデ
種黄

褐
い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 砂粒を含む 刻目突帯

士堕 ナ デ ナ デ
外―にぶい橙
内―黄褐

砂礫を多く含む 刻目突帯

霊 ナ デ ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

内 砂礫を多く含む 刻目突帯

霊 ミガキ ミガキ
外―黒
内―褐灰

lmm以下の砂粒を含む はりつけ突帯

土坑 3 甕
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外―にぶい種
内一黒

砂粒を多 く含む 刻目突帯

甕 ナデ
ナデ
ハケ

外―にぶい黄橙
内一黄種

細砂粒を多く含む スス付着



出土土器観察表 7

査物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(cln)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内  面

土坑 3 小型壺
ハケ
ナデ

不明
外 ―橙
内―浅黄橙

砂粒を多く含む

土坑12 望

Hf~‐ lυ./

暑吾下慧2365
臆1考堅 民rh

ナ デ 丁寧なナデ
外 ―にぶい橙
内―にぶい黄種

砂粒を多 く含む 線刻

土坑17 甕
ハケ
ナデ

ケ
デ

ハ
ナ

外 ―にぶい橙
内―にぶい橙 砂粒を含む

更 底径 49 ミガキ ナデ
外 ―赤褐
内一赤褐

砂礫を含む
長頸壺
頸部に沈線

貿 ナ デ ナ デ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を多 く含む 浮文

ミニチェア壺 器 高
度 径

ハ ケ ユビオサエ 外―にぶい橙
内―にぶい橙

細砂粒を含む 無 頸

土坑19 甕 ナ デ ハをπ
外 ―にぶい橙
内一灰褐

細砂粒を含む
波状文
スス付着

土坑22 甕

径
高
径

日
器
底

ナ デ ナデ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

細砂粒を多く含む スス付着

甕
Eヨ 至≧193
3ξ 浮慧24_9 ナ デ

ハぢ′
ナデ

外 ―にぶい黄橙
内一褐灰

3mm以下の砂粒を含む スス付着

甕 口径 16.4 ナデ ナ デ
褐
褐

黄
黄

灰
灰

外
内 2mm以下の砂粒を多く含む スス付着

甕 底径 60 ナデ ナ デ
外―にぶい黄種
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を少量含む

甕 口径190
ハケ
ナデ

ナ デ
外―にぶい黄褐
内一橙

砂礫を含む スス付着

甕
E]イ壬180
ヨ
=拝

憲148
乏電宅と 57 耕ガ

ミガキ
ナデ

外―にぶい橙
内一橙

3mm以下の砂粒を多く含む スス付着

甕 底径 62 ナデ ナデ
外―にぶい橙
内一黄灰

5mm以下の砂粒を多く含む

甕
ハぢ′
ナデ ナデ

外一種
内―黄橙

3mm以下の砂粒を含む スス付着

望

径
高
径

口
器
底

ハι′
ナデ

ナデ 褐
橙
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 砂粒を含む

突帯
スス付着

霊

E]イ垂 126
3二 手≡193
康 イ著 4氏

ナデ ナデ
外 ―浅黄橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多く含む
無頸壷
スス付着

一望 底径 27 丁寧なナデ ナデ
外 ―にぶい黄橙
内一黒

2mm以下の砂粒を多く含む

一望 底径 48 丁寧なナデ ナ デ
外 ―にぶい黄橙
内一黄灰

砂粒を含む 線刻

器台 底径127
ハケ
ナデ

ナデ
外 ―橙
内一黄褐

3mm以下の砂粒を含む

土坑28 奏
ハケ
ナデ

ナ デ 橙黄い
白
ぶ

灰
に

一　

一

外
肉 砂粒を多 く含む スス付着

甕
ハケ
ナデ

ハιπ
丁寧なナデ

外 ―褐灰
肉―褐灰

砂粒を多く含む スス付着

〓霊
ハウπ
ナデ

ナデ
外 ―橙
内―黒

lmm以下の細砂粒を含む 線刻

環濠 1 甕 口径222 ミガキ ミガキ
橙
橙

一
　

一

外
内 砂粒を多く含む

望 底径 57 ミノデキ
ハ そ〆

ナデ
ハケ

橙黄いぶ
黄

に
灰

一　

一

外
内 砂粒を少量含む はりつけ突帯

望 底径 60 ミガキ 丁軍なナデ
橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内 3mm以下の砂粒を含む

霊 底径 8.0 ミガキ ミガキ 外 一黄糧
内一橙

砂粒を多く含む

″ 望 底径 71 ミガキ 丁寧なナデ 外―浅黄橙
内一浅黄橙

2mm以下の砂粒を含む スス付着

霊 底径 66 ミガキ ミガキ 外―にぶい黄橙
内―浅黄橙

3mm以下の砂粒を多く含む

″ 望 底径 69 ミガキ ミガキ
橙
褐

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 2mm以下の砂粒を含む



出土土器観察表 8

葺物

野号
出土遺橋 器 種

法 量

(cln)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

11 環濠 1 霊 ミガキ ミガキ
外―橙
内―にぶい黄橙

砂粒を含む

鉢 底径 6.9 丁寧なナデ 丁寧なナデ
外 ―灰黄褐
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を含む

環濠 2 甕
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―にぶい橙
内一橙

砂粒を多く含む はりつけ突帯

甕
ナデ
ハケ

ハιπ
外―褐灰
内―にぶい橙

砂粒を多く含む スス付着

甕 底径 6.3
ハぢ′
ナデ

ハちπ
ナデ

橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

内 砂粒を含む スス付着

甕 ナ デ ナデ
橙黄

橙
い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 砂粒を多く含む 刻目突帯

堕 粉ガ
ミガキ

外―にぶい橙
内一橙

砂礫を多く含む はりつけ突帯

″ 士望 ガ耕
ミガキ

外 ―赤橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多く含む 沈線

″ 霊
器高167
底径 33 耕ガ

ナ デ
外 ―にぶい橙
内一黒褐

砂粒を多く含む スス付着

士霊 底径 10 ナ デ ナデ
外―橙
内一橙

3mm以下の砂粒を多く含む
長頸壺
刺突

″ 士霊 底径 81
ハオォ

丁寧なナデ
ハ ケ

外―にぶい橙
内―にぶい橙

3mm以下の砂粒を多く含む

士霊 底径 20 ミガキ ハ ケ
外 ―橙
内一灰自

砂粒を多く含む

″ 鉢

径
高
径

日
器
底

ナデ
ミガキ

ミガキ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

3mm以下の砂粒を多く含む スス付着

〃 ミニチユア鉢 底径 4.0
ナデ
ハケ ナデ

外―にぶい種
内―にぶい橙

砂粒を多 く含む

環濠 4 甕
ナデ
ミガキ

ナ デ
外―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多 く含む 刻目突帯

甕 底径 73 ハ ケ ハ ケ
外 ―にぶい橙
内一赤橙

細砂粒を多く含む

〃 甕 底径 65
ハオ′ ハ ケ

外 ―にぶい褐
内一暗黄灰

細砂粒を多く含む

甕
口径149
器高216

ナデ
ハケ

ナ デ
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

4mm以下の砂粒を含む スス付着

霊 底径 70 ミガキ ナデ
外 ―浅黄橙
内―浅黄橙

3mm以下の砂粒を多く含む スス付着

一霊 底径 70 ミガキ 不 明
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多く含む スス付着

高杯 底径135 ガ耕 ガ朔
外―橙
内一橙

砂粒を多く含む はりつけ突帯

環濠 5 甕 ナ デ ナデ
褐
褐

黄
黄

明
灰

一
　

一

外
内 砂粒を多く含む 刻目突帯

望
器高40.0

底径 88 券′ヽヶカ
丁寧なナデ
ハケ

外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を多く含む 沈線

霊 底径 75
ハケ
ナデ

ナ デ
外 ―橙
内―浅黄橙

砂粒を含む スス付着

環濠6-1 甕
径
高
径

日
器
庫

デ
ケ

ナ
ハ

ナデ
ミガキ

外―浅黄橙
内一橙

4mm以下の砂粒を含む はりつけ突帯

甕
El Cを240
8手 拝悪338 ハ ケ ナデ

外―にぶい橙
内―にぶい種

5mm以下の砂粒を多く含む スス付着

甕
日径 207
ヨ争浮尋332

ハι′
ナデ

ハケ
ナデ

橙
橙

黄
黄

浅
浅

一
　

一

外
内 砂粒を含む スス付着

甕
ハケ
ナデ

ハケ
ナデ

外―灰黄褐
内―にぶい黄橙

砂粒を含む スス付着

甕 底径 75
ケ
デ

ハ
ナ

ハケ
ナデ

外―明赤褐
内―にぶい赤褐

lmm以下の砂粒を含む

甕 ナ デ ナ デ
外 ―にぶい黄橙
内―黒

微細粒を含む



出土土器観察表 9

重物

肇号
出土遺橋 器 種

法 量

(C14)

器面調整
色 調 胎 上 備  考

外 面 内 面

環濠6-1 甕 底径 7.2 ナデ 不明
外―にぶい黄橙
内一褐灰

細砂粒を少量含む

甕
ハι′
ナデ

ナ デ
外―灰黄
内一灰褐

砂粒を少量含む

甕 底径 7.9
ハι′
ナデ

ハケ
ナデ

外―浅黄橙
内一褐灰

砂粒を含む

″ 堕

E]宿と155
∃岳拝慧340
[ミ宅登 55

ケ
デ

ハ
ナ

ハιπ
ナデ

外―にぶい黄種
内一黒

砂粒を含む

″ 望

Eヨ 牟登136

==下
三320

を重ぞと 47
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外―灰褐
内一浅黄橙

砂粒を少量含む 長頸壷
竹管文

″ 霊

径
高
毎

日
器
虐

ハケ
丁寧なナデ

ハケ
ナデ

外―にぶい橙
内一灰黄

8mm以下の砂礫を含む 線刻

″ 望 口径 13.2〔 ガ粉
ナデ

外 ―橙
内一黒褐 砂粒を多く含む 長頸壷

汝練

″ 望 ナ デ ガ鴻
外 ―橙
内―橙

細砂粒を含む

〃 壺 口径84
デ
ケ

ナ

ハ
ナ デ

外 ―明赤褐
内一赤 微細粒を多く含む 口縁部沈線

″ 望
ナデ
ハケ

ハウ′
橙
種

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 6mm程の砂礫を多く含む
浮文
連続山形文

董

ハケ
ナデ

ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 35mm程 の砂粒を含む
浮文
連続山形文

″ 鉢 ミガキ ミガキ 外―にぶい種
内―にぶい橙

細砂粒を含む

″ 鉢
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外―赤橙
内一橙

砂粒を多く含む

″ 高杯 底径171 ミガキ ナデ
外―にぶい褐
内―にぶい黄種

砂粒を多く含む 透 し

″ 高杯 底径12.3 不 明 ナデ
橙
橙

外
内 細砂粒を多く含む 透 し

″ 器台 器高162
ハケ
ナデ

ハケ
ナデ

橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 砂粒を含む
透し
スス付着

椀
器高
底径 ガ券ノ、ヶ

ハケ
丁寧なナデ

外―橙
内一橙

砂粒を少量含む

環濠6-] 甕
E]ぞを257
器高302
庫径  氏0

ナデ
ハケ

ハち′
ナデ

橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 砂粒を含む スス付着

″ 甕 底径 55
ナデ
ハケ

ナ デ
褐
褐

赤
赤

明
明

外
内 砂粒を含む

″ 甕 日径17.6
ナデ
ハケ

ナ デ
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

lmm以下の砂粒を含む スス付着

″ 甕
デ
ケ

ナ
ハ

ナデ
ハケ

外―にぶい黄橙
内一橙

3mm以下の砂粒を多く含む スス付着

″ 甕 底径 46
ハケ
ナデ

ハ ケ

ナデ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

≡
」

一　

一

外

内 砂礫を多 く含む

甕 口径14.4
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―赤褐
内―赤褐

2mm以下の砂粒を少量含む スス付着

″ 甕 ナ デ
ナデ
ハケ

外―にぶい橙
内一褐灰

砂粒を多く含む

″ 甕 ナデ ナデ
橙
橙

ぶ
ぶ

，
こ
こ

一
　

一

外

内 砂粒を多く含む 突帯 ・沈線

甕
径
高
基

日
器
庫

不明
ハケ
ナデ

外―にぶい橙
内―にぶい橙

5mm以下の砂粒を多く含む スス付着

霊
器高37.8

底径 60
ハι′

丁寧なナデ

ハケ
ナデ

外―明黄褐
内一褐灰

砂粒を含む

笠
ナデ
ハケ

ハぢオ
ナデ

橙
橙

一
　

一

外
内 砂統を含む

はりつけ突帯
日縁部に沈線

″ 壺 ナデ ナデ 外 ―種
内一橙 砂粒を多く含む

士堕
ハぢ′
ナデ

ナデ
ハケ

外 ―赤橙
肉―にぶい黄橙

砂粒を多く含む



出土土器観察表 10

遺物

番号
出土遺構 器 種

量

ナ蜘

法

ぐ

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

環濠6-Ⅱ 士望 底径 40
デ
ケ

ナ

ハ
ナデ
ハケ

外―浅黄橙
内一黒

砂粒を少量含む
スス付着
長頸壷

霊 ハ ケ ハ ケ
外―にぶい褐
内―褐灰

砂粒を多く含む

望 底径 4.5 不 明
ハケ
ナデ

外―にぶい黄橙
内一にぶい黄橙

細砂粒を多く含む

亜 底径 43
ク
デ

ハ
ナ

ハ ケ
橙
橙

外
内 細砂粒を多く含む

壷
ハケ
ナデ

デ
ケ

ナ
ハ

橙黄
種

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 lmm以下の細砂粒を多 く含む

望 底径 6.0
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

橙
種

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
肉 砂粒を少量含む 線刻

〓霊 ハι′ ナデ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

細砂粒を多く含む
二重日縁壷
日縁部に波状文

高杯 ナ デ ナデ
橙
橙

赤
黄

淡
浅

外
内

lmm以下の砂粒を含む

高杯 底径15.5 ナ デ ナ デ
外―赤橙
内―にぶい黄橙

5mm以下の砂粒を多く含む

高杯 ミガキ ミガキ
橙
黒

外
肉 細砂粒を含む 透 し

器台
Eヨ 径 150
器 高 122
底 径 140

ナデ
ハケ

ナデ
橙
椎

黄
黄

浅
浅

外
内 砂粒を少量含む 体部に沈線

器台
日径 183
器 高 166
底 径 16.4

ナ デ ナデ
橙
種

黄
黄

浅
浅

一
　

一

外
内 2mm以下の砂粒を多く含む

体
線

部
沈

縁

に
し

日
部
透

環濠6-Ⅲ 甕 日径15.5 ナ デ
ハケ
ナデ

外 ―橙
内―にぶい橙

砂粒を含む スス付着

霊
器高523
底径 75

不明 ナ デ
外 ―橙
内一褐灰

砂粒を多く含む
はりつけ突帯
浮文

環濠6-E 士望 ナデ
ナデ
ハケ

外―にぶい黄橙
内一褐灰

砂粒を含む

″ 望
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

3mm以下の砂粒を多く含む

″ 望 口径■6 ナデ
ナデ
ハケ

橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 砂粒を含む 線刻

″ 霊 ナデ ナ デ
外―浅黄橙
内一浅黄橙

lmm以下の砂粒を含む

″ 望 底径 4.7 ミガキ ナ デ
外―にぶい橙
内一黒

2mm以下の砂粒を含む
平行沈線文
重弧文

高杯
器高23.0

底径 16.1

ナデ
ハケ

ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

肉 5mm以下の砂礫を多く含む 朱痕

″ 鉢 底径20 ナ デ ハ ケ
外 ―淡橙
内―淡橙

3mm以下の砂粒を含む 壺か ?

環濠 7 甕

日径 20_2
暑ξ浮憲327
だミ宅ζ 70

ハち′
ナデ

ナデ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

4mm以下の砂粒を含む
日縁部に沈線
スス付着

甕
口径 19■
3二 干雪255
だミぞ監 57

ナデ
ハケ

ハιπ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 5mm以下の砂礫を多く含む スス付着

甕
ナデ
ハケ

ナ デ
外 ―にぶい橙
内―にぶい黄橙

砂礫を多く含む スス付着

″ 甕 ナ デ ナデ
外 ―灰褐
肉―にぶい橙

砂粒を含む

甕 底径 5.2
ハぢオ
ナデ

ナデ 橙
褐
ぶ

明
に

外
内 砂粒を含む

木 の 葉 底
壷 か ?

霊 口径125
ナデ
ハケ

ナ デ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を多く含む 口縁部に沈線

霊 口径13.9 ナデ 丁寧なナデ
橙
種

外
内 砂粒を含む

望 日径128 ナ デ
ハケ
ナデ

外一種
内一橙

砂粒を多く含む

霊 ハ ケ
ナデ
ハケ

外―橙
内一明赤褐

砂粒を多く含む 日縁部に波状文



出土土器観察表 11

遺物

番号
出土遺構 器  種

法 量

(cla)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

環濠 7 望

E]4差 120
∃ξ浮霊234
姪三?と  40

ナデ ナデ
橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
肉 砂粒を少量含む 長頸壷

線刻

一望 底径 35 ナ デ ナデ
外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

細砂粒を多く含む

望 底径 68 ナ デ 不 明
橙ぶ

灰
に
褐

一
　

一

外
内 砂粒を多く含む

貿 底径 2.1 ミガキ ナデ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

3mm以下の砂粒を少量含む

器台 ミガキ ナ デ
外一橙
肉―にぶい橙

砂礫を多く含む 体部に沈線
透し

椀 底径 4.8 丁寧なナデ
ハケ
ナデ

橙
橙

外
内 砂粒を多く含む 線刻

椀

径
高
径

日
器
庫

ミガキ
ナデ
ミガキ

褐
褐

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

肉 砂粒を含む

小型丸底壺 不 明 不 明
自

白
灰
灰

一
　

一

外
内 細砂粒を多く含む

小型丸底壺
ハ 4′

ナデ
丁寧なナデ
ハケ

褐黄
褐

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 砂粒を多く含む

高杯 ナ デ ナデ
外―明赤褐
内一明赤褐

砂粒を少量含む

11 環濠 8 甕 底径 50 タタキ
ケ
デ

ハ
ナ

外―浅黄橙
内―浅黄橙

砂礫を多く含む スス付着

甕 底径 56 タタキ
ハケ
ナデ

橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 砂粒を含む

gE 底径 53 ミガキ ハ ケ
外―にぶい種
内一暗灰

砂粒を多く含む
免 田 系

平 行 沈 線
蓋 輛 ▼

士笙 ナ デ ナ デ
外―橙
内一浅黄橙

砂礫を多く含む 刻目突帯

環濠 9a 甕
ナデ
ハケ

ナ デ
外 ―橙
内一暗灰黄

細砂粒を多く含む はりつけ突帯

甕 日径245
ハケ
ナデ

ナ デ
外 ―にぶい褐
内―黄褐

砂粒を含む
連続刺突
スス付着

″ 望

El宅乙112
器 高 30.1
だ電宅ζ 49

ナデ
ハケ

ナ デ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 砂粒を多く含む はりつけ突帯

壷 ナデ ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

内 砂粒を多く含む

高杯 ナ デ ナ デ
外 ―橙
内―赤橙

砂粒を多く含む

″ 鉢 底径 5.1
ナデ
ミガキ

ハち′
ナデ

外―にぶい橙
内―にぶい橙 細砂粒を多く含む

″ 椀
径
高
径

日
器
底

ナデ
ハケ

ナ デ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

砂礫を多く含む

環濠 9b 甕
EH CL20 2
器 高 192
底 径 61

ハ ク
ナデ
ハケ

外 ―橙
内一褐灰

砂粒を含む スス付着

″ と望 ミガキ ナデ
ハケ

外 ―明赤褐
内―にぶい種

砂粒を多く含む
免 田 系
平 行 沈 線
音 Ent▼

″ 士霊 口径■.6
ナデ
ミガキ

ナデ
ハケ

外―橙
内一種

砂粒を多 く含む 長頸壷

望
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外―橙
内一にぶい橙

細砂粒を多く含む 長頸壷

環濠 9c 壷 ナデ ナデ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 砂粒を含む

″ 望 ナ デ ナ デ
橙
橙

ぶ
ぶ

こ

こ

一　

一

外

内 砂粒を多く含む 刺突

″ 壷 ナ デ ミガキ
橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一　

一

外
内 95mm以下の砂礫を多く含む

環濠 9d 甕
ナデ
ハケ

ナデ
ハ 4′

橙
橙

黄
黄

い
い

ぶ
ぶ

に
に

一
　

一

外
内 砂粒を多く含む

″ 甕 ハぢオ ナ デ 砂礫を多く含む



出土土器観察表

遺物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(cm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

環濠 9d 甕 底径 7.0
ハケ
ナデ

ハι′
ナデ

橙
黄

一　

一

外
内 砂粒を少量含む 壺か

高杯 ハ ケ
ハちπ
ミガキ

外 ―橙
内―種

砂粒を多く含む

″ 士望 底径 46 ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―にぶい黄橙
内―にぶい橙

砂粒を含む

環濠 9e 甕 日径14.8
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―にぶい橙
内―にぶい橙 砂粒を含む 連続刺突

″ 甕 ミガキ ハ ケ
外 ―にぶい黄橙
内一黒

3mm以下の砂粒を多く含む 壷 か

″ 堕

律
高
径

口
器
に

丁寧なナデ ナ デ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

細砂粒を多く含む

一望 ミガキ ハ ケ
外 ―にぶい黄橙
内―黒 砂粒を多く含む

環濠 9f 甕
器高268
底径 68

ナ デ ナデ
外―にぶい橙
内―にぶい橙

砂粒を多く含む スス付着

環濠 99 望 ミガキ 不明
外―浅黄橙
内一黒

5mm以下の砂粒を多く含む

′′ 貿

径
高
径

日
器
底

ミガキ 丁寧なナデ
外―糧
内一橙

3mm以下の砂粒を含む 線刻

環濠 9h 甕 器 高 291
だ鷺窄乙 62

ナデ
ハケ ナデ

外―明赤褐
内一種

3mm以下の砂粒を少量含む スス付着

甕
倫
高
径

口
器
底

ナデ
ハケ
ナデ

外 ―種
内一黄橙

砂粒を含む スス付着

甕 君岳拝慧258
だミ至と 37

ナ デ
ハケ
ナデ

灰
灰

褐
褐

明
明

外
内 砂粒を多く含む スス付着

甕 日径22.2 ハι′ ハ ケ
外―橙
肉―にぶい橙

3mm以下の砂粒を多く含む スス付着

甕 日径200 ナデ ナデ
外―黄橙
内一黄橙

細砂粒を含む スス付着

甕
E可 イヨヒ103
署争■訂138
だミ窄と 60

ナデ
ナデ

橙黄
橙

一　

一

外
内 砂粒を多く含む スス付着

士望 ハ ケ
ハぢ′
ナデ

橙い
灰

ぶ
赤

に
暗

外
内 砂粒を多く含む

望 ナデ ナデ
橙
橙

黄
黄

浅
浅

一
　

一

外
内 砂粒を含む

鍾 丁寧なナデ
ハケ
ナデ

外 ―にぶい橙
内―にぶい橙

微細粒を多く含む

望 底径 49 ミガキ
ハケ
ナデ

外―にぶい黄橙
内一灰色

砂粒を含む スス付着

望 底径 6.8 ナデ 不 明
外―橙
内一にぶい橙

砂紅を多く含む 長頸壷

距

日径 100
器 高 120
涯<宅者 3.5

ミガキ ミガキ 外―にぶい橙
内一橙

砂粒を多 く含む
穿孔
朱痕

望
ハケ
ナデ

ハι′
外―にぶい橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多く含む

一霊
ハぢ万
ナデ

ハι′
ナデ

橙
橙

ぶ
ぶ

こ

，
こ

一　

一

外

内 砂粒を含む スス付着

望
ハぢπ
ミガキ

ハぢπ
ナデ

外―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

細砂粒を含む
平 行 沈 線
重 弧 文

高杯 ミガキ ミガキ 外―にぶい種
内―にぶい橙

砂糧を含む

高杯 底径160 ミガキ
ミガキ
丁寧なナデ

外―橙
内一橙

砂粒を多 く含む

高杯 ミガキ
ミガキ
ナデ

外―橙
内一橙

砂粒を少量含む 透し
朱痕か ?

鉢 ナ デ ナ デ
外―橙
内一明黄褐

砂粒を含む

椀
器高775
底径 5,0

ハケ
丁寧なナデ

ハ ケ
外―橙
内一橙

砂粒を多く含む



出土土器観察表 13

壼物

番号
出土遺構 器 種

法 量

(cm)

器面調整
色 調 胎 土 備  考

外 面 内 面

環濠 9h 椀
器高745
底径 4.0

ハケ
ミガキ

ナデ
ハケ

外―にぶい黄橙
肉―黒

砂粒を少量含む

蓋 器高 48 丁寧なナデ ハ ク
外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

砂粒を少量含む

溝状遺構 1 甕
ハケ
ナデ

ハケ
ナデ

外 ―明黄褐
内―にぶい黄褐

6mm以下の砂礫を含む はりつけ突帯

甕 底径 81 ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―浅黄橙
内―浅黄橙

砂粒を含む スス付着

望 口径149 ガ鴻
ナ デ

外 ―橙
内―橙

砂粒を多く含む 沈線・長頸壺

″ 器台
径
高
得

日
器
康 耕ガ

ナデ
褐
褐

赤
赤

明
明

外
内 5mm以下の砂粒を含む

ミニチェア甕
高
径

器
底

ミガキ
了寧なナデ

ナデ
ハケ

外 ―にぶい黄橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多く含む

ミニチェア壺 底径 26 ハ ケ ハ ク
外 ―にぶい黄橙
内一橙

砂粒を多く含む スス付着

土器溜 り 甕 底径 7.5 ハ ケ ユビオサエ 外 ―橙
内―にぶい黄橙

砂粒を多く含む

一望 底径 95 了寧なナデ 丁寧なナデ
外 ―橙
肉―灰黄

細砂粒を多く含む

高杯 耕ガ
ミガキ

褐
褐

赤
赤

明
明

外
内 砂粒を含む

″ 高杯 底径150 ミガキ ナ デ
外 ―橙
内―暗灰黄

2mm以下の砂粒を多く含む

高杯 丁寧なナデ ナデ
外 ―灰褐
内―明褐

砂粒を含む スス付着

北側テラスー括 士望 底径 20 丁軍なナデ 丁寧なナデ
外 ―にぶい赤褐
内―明赤褐

砂粒を含む スス付着

″ 高杯
ミガ キ
ナ デ
ハ 猛′

ナ デ
橙黄いぶに

黒
一
　

一

外
内 細砂粒を多く含む

し
痕

透
朱

高杯 ナデ ミガキ
褐
褐

ぶ
ぶ

こ

こ

一
　

一

外

内 砂粒を含む 暗文

″ 高杯
ナデ
ハケ

ナデ
ハケ

外 ―にぶい黄橙
内一灰黄褐

砂粒を少量含む

″ 椀 底径 40 ナ デ
丁寧なナデ
ハを′

外 ―にぶい橙
内―にぶい橙 細砂粒を含む

環濠6-括 壷
高
径

器
底

ケズリ
ナデ 抑ガ

外 ―黄橙
内一黄灰

砂粒を含む

高杯 粉ガ 粉ガ
黄浅

黒
一
　

一

外
内 細砂粒を含む 透 し

″
器台 ミガキ ミガキ

外 ―にぶい橙
内一褐灰

3mm以下の砂粒を多く含む 朱痕

出土土器観察表 14

遺物

番号
器種 部位 整調 文 様 色  調 胎 土 備   考

深鉢 口縁
肉 面  ナ デ は り

‐つt,9電 i 黒
砂粒 、透 明な粒 を合 む

外 面  ナ デ は リ
ヤ9t,多く 黒

深鉢 胴部
ナ デ にぶ い貢 橙

砂粒 、細砂粒 を多 く含 み、砂礫 を少 し含 む
橋 出 神 型 更 に ミい貢 橙

いヽ黄 褐
深鉢,胴部

ワ ヨ ヨ ナ デ に
砂粒 を含 む

Ш ttTT型 又 明 子糖]

深鉢 胴部
囚 面 貝 殻 条 涙 明 赤 綺

砂粒 、細砂粒 を多 く含 む
比 線 又 黒 禍

深鉢 胴部
ワ 僑 炊

黒や透 明の粒 を含 む
面 掲 灰

深鉢・胴部
い ナ デ

砂粒 を含 む
撚 糸 X に 二武し

深鉢 口縁
内 面  ナ デ

`こ

技氏い ラヽ 甜
砂粒、細砂粒 を含 む

外 画 貝 康 X、 アIヽ 形 X 褐

深鉢 回縁
にどミい 癌くを写

礫 、黒や透 明の粒 を多 く含 む 刻 目あ り沈 線 文 にどミい 所ミを楊

深鉢・口縁
ワ に ぶ い 亦 詔

流 線



番号 器  種 最 大 長 (cm) 最 大 幅 (cm) 最 大 厚 (cm) 重  量 (g) 石  材 出 土 地 備  考

磨製石鏃 シル ト岩 住 居 1

磨製石鏃 ″ 竪穴状遺構 6

磨製石鏃 ″ 環濠 9b

磨製石鏃 ″ 住 居 22

磨製石鏃 貯蔵穴 1

磨製石鏃 365 頁  岩 ″

磨製石鏃 竪穴状遺構 4

磨製石鏃 環 濠 1

磨製石鏃 〃 表面採集

石 包 丁 ″ 竪穴状遺構 1

石 包 丁 075 (3315) 貯蔵穴12

石 包 丁 2535 貯蔵穴 5

石 包 丁 4621 住 居 21

石 包 丁 6317 ″ 住 居 3

石 包 丁 7913 〃 住 居 1

石 包 丁 7109 住 居 16

石 包 丁 52.16 表面採集

扁平片刃石斧 環濠 9a

石  錘 1950 砂   岩 貯蔵穴12

石   錘 土坑 2

石   錘 71 竪穴状遺構 2

石  錘 表面採集

石  錘 5824 頁  岩

石  錘 5198 竪穴状遺構21

蛤刃形石斧 3070 安 山 岩 土 坑 2

敲  石 7630 表面採集

砥  石 468,0 頁   岩

砥  石 1650 貯蔵穴 3

石   匙 272 黒 曜 石 表面採集

石   匙 環 濠 8

異形石器 2012 表面採集

剣片尖頭器 砂   岩 トレンチ 1

ナイフ形石器 235 買  岩

ナイフ形石器 1897 砂   岩

ナイフ形石器 1334 頁  岩

三稜尖頭器 ″

ナイフ形石器 3582 環濠 2

最1片尖頭器 1338 シルト岩 表面採集

剥片尖頭器 頁  岩 ″

三稜尖頭器 ″ ′′

出土石器計測表

れ

む
ゞ
通



一界 土早Ⅲ めとま

0

①旧石器・縄文時代について

下郷遺跡において旧石器時代 。縄文時代共に多 くの遺物が弥生時代の遺構埋土から出土 し、

表面採集 もされた。旧石器時代は トレンチ 1の V層黄色土上層 (シ ラス ー部でAT)の Ⅳ層

褐色土より、剥片尖頭器 1点、ナイフ形石器 3点、三稜尖頭器 1点、使用痕剥片 5点、剥片 52

点、砕片 21点、石核 1点が出上 し、それらは 10 cm以内のレベルから出土 してお り、時間的制

約から、整理段階において接合関係等をみることができなかったが、AT降灰後の石器群 と考

えられ、表面採集、弥生時代の遺構埋土より出土 した遺物 もその時期 と考えられる。

縄文時代は縄文早期 と前期の鍵層 となるアカホヤ火山灰が本遺跡では確認されておらず、集

石遺構から遺物が出土 していないため縄文時代の如何なる時期 とは記すことはできず、遺物に

おいても、多 くが表面採集と弥生時代の遺構への流れ込みで、 トレンチにおいては遺物が多 く

は出土 しなかったため、層位的な見地から語ることができないが、出土遺物を個々に見てみる

と縄文時代早期中葉から後葉の桑ノ丸式上器、押型文土器、平棒式土器、塞ノ神式上器 と中期

の阿高系の土器 と後期の市来式土器が出土 してお り、縄文時代においては少なくとも4時期の

存在が考えられる。

②弥生時代について

土器について

下郷遺跡の出土遺物についてみてい くと、大 きく4時期に分けることができる。以下、石川

悦雄氏の編年を基礎 として分類を行ってい く (註 1)

1期

甕

a類 口縁部が外反せず、口縁部に三角断面の刻目突帯を持つもの (204)

b類 口縁部とその直下に三角断面の刻目突帯を持つもの (175。 216)

c類  口縁部と胴部に 1条ずつ三角断面の刻目突帯を持つもの (174)

d類  口縁部とその直下、胴部に2条の三角断面の刻目突帯を持つもの (225)

壷

a類 口縁部が大 きく外反し、頸部外面、口縁部内面 もしくは顎部内面に三角断面の刻目突帯

を持つもの (176。 177)

b類 肩部に2条の突帯を巡らし、その直下に縦方向の沈線を施 し、内外面にミガキを施すも

の (178)

c類  口縁部が短 く外反 し、球形の胴部を持ち肩部 と頸部の境に突帯を巡らし、底部は平底を

呈 し、外面にミガキを施すもの (205)

d類 口縁部が強 く外反し、頸部に沈線を巡 らし、内外面にミガキを施す もの (218)、 中位

で著 しく張った胴部を持ち、肩部 と顎部の境に 2条の沈線を巡らし、胴部外面にミガキ
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を施すもの (233)

高杯

a類 杯部 と脚部の境 とその直下に突帯を巡らすもの (231)

212の鉢 も204・ 205と 同位で出土 してお り、それらと同時期 と考えられる。

2期

下郷遺跡において 2期 に相当する遺物は他の時期に比べて非常に少なく、遺構 も土坑 19の

みである。

a類  口縁部が僅かに外反し、丸みを帯び、 1条の沈線を持つ台形断面の突帯を巡らす甕

(187・ 242)

3期

甕

a類  口縁部が「 く」の字に外反し、胴部が張らないもの。(115。 201・ 202・ 329)最大

径が口縁部にあり、口縁部が「 く」の字 もしくはカーブを描いて外反 し、胴部が僅かに

張るもの (111・ 258～ 261・ 322)

b類 胴部が張 り、口縁部が「 く」の字に外反し、口縁部下に刺突を巡らすもの (65。 104・

316 。 334)

c類 充実 した底部を持ち、口縁部が「 く」の字に外反し、胴部が張らず、口縁部下に突帯を

巡 らすいわゆる中溝式 と呼ばれる在地系のもの (112・ 151)

壷

a類 口縁部が朝顔形に開くもの (99・ 108・ 138。 285。 286・ 328)

b類 口縁部が朝顔形に開き端部でT字気味に肥厚 し、肩部 と顎部の境に突帯を巡らす もの

(268)

c類 鋤先口縁を呈するもの (100。 250。 251)

d類  口縁部がT字 に肥厚 し、沈線を有するもの (249)

e類 短い頸部を持ち、口縁部が緩やかに外反するもの (246・ 299)

f類 胴部が「く」の字もしくは丸 く張 り、口縁部が短 く強 く外反するもの (74・ 107・ 110・

336 。 352)

4期

下郷遺跡では、この時期の土器は大量に出上 してお り、器種によってもそれぞれバリエーシ

ョンに富んでいる。

甕

a類 胴部が張るが最大径は口縁部にあり、

の (188～ 190。 341,342)

b類 口縁部が「 く」の字に外反するか、も

口縁部が「く」の字に外反し、上げ底を呈するも

しくはカーブを描いて外反し、胴部が張り、口縁



0

部径 と胴部径がほぼ同じになるもの (19。 51・ 90・ 141・ 236。 343・ 345)

c類 胴部が張るが最大径は口縁部にあり、口縁部が「 く」の字に外反し、口縁部下に突帯を

巡らすもの (179)

d類  口縁部が「 く」の字に外反するか、もしくはカーブを描いて外反し、最大径が胴部径に

なり、上げ底を呈するもの (64・ 148・ 162。 293・ 338)

e類 口縁部が「 く」の字に外反するか、もしくはカーブを描いて外反し、最大径が胴部径に

なり、平底を呈するもの (30。 237)

f類 最大径が胴部にあり、口縁部が「 く」の字に外反 し、口縁部下に突帯を巡らすもの

(213・ 235。 315。 363)

g類  ドーナツ状の上げ底を呈し、器壁外面にタタキ調整を施す もの (311・ 312)

h類 最大径が胴部中位にあり、口縁部がT字気味に肥厚 し、端部に沈線を施す もの (292)

器高が 15 cm以下の小ぶ りの甕は共伴するもの同志 (152～ 154等)で も器形が全 く異

なり、一定の規格によって製作 されていない

壼

a類 口縁部が短 く外反する長胴の壺 (33・ 62・ 71・ 72・ 91・ 114・ 128・ 155・ 156・

158・ 182・ 196。 287・ 317・ 326・ 327・ 347)

b類 球形の胴部を持つが、顎部があまり締まらないもの (56)、 顎部が締 まり、平底を呈す

るもの (198・ 219)、 顎部が締 まり、九底 を呈するもの (157)、 平底 を呈するもの

(272～ 274。 350)

c類 丸 く張った胴部を持ち平底を呈するもの (199,267・ 276・ 348)、 「 く」の字に張

った胴部を持ち、平底を呈 し、僅かに頸部が伸びるもの (159・ 160・ 168)、 「 く」

の字に張つた胴部を持ち、平底を呈 し、頸部が伸びないもの (167)

d類 径の狭い顕部を持ち、平底を呈する長頸壺 (124)、 径の狭い頸部を持ち、丸底を呈す

る長頸壺 (220)、 径の大 きい頸部 を持ち平底 を呈する長頸壷 (245。 301)、 径の大

きい頸部を持ち丸底気味を呈する長頸壷 (123)

e類 平底を呈する免田系の長頸壺 (271・ 289。 313)、 丸底気味の平底を呈する免田系の長

頸壷 (54)、 免田系の長頸壷の器形を有するが平行沈線文、重弧文を施さないもの (145・

271)

f類 口縁部が「 く」の字に外反 し、端部が月巴厚 し、頸部に沈線を施す長顕壷 (184・ 247。

365)、 口縁部が「く」の字に外反し、端部が肥厚 し、頸部に沈線を施さない長頸壷 (351)

g類 二重口縁壷で波状文を施す もの (277)

h類 単口口縁壷だが端部に波状文を施す もの (300)

鉢

鉢は器形に一定の規格が見 られず、それぞれによって形態が異なっている。

a類 丸底を呈 し、口縁部が短 く外反するもの (6)

b類 平底を呈 し、口縁部が短 く外反するもの (253)
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c類 上げ底を呈 し、内湾気味に立上が り、口縁部が「く」の字に大きく外反するもの (21)

d類 上げ底を呈 し、内湾気味に立上が り、口縁部が短 く外反するもの (39)

e数 充実 した底部を持ちほぼ直線的に立上がるもの (l16)

f類 脚台状の底部を持ち、内湾気味に立上がるもの (359)

g類 内湾 しながら立上が り、口縁部で垂直に立ち、浅いもの (45)、 内湾 しながら立上が り、

口縁部で垂直に立ち、深いもの (79)

高杯

a類 脚部が「ハ」の字に外反 し、杯部がほぼ直線的に立上が り、稜を持つて口縁部が垂直方

向に外反 し、端部が肥厚するもの (290)

b類 口縁部が垂直方向に外反し、端部が肥厚するもの (278。 356)

c類 脚部が「ハ」の字に外反し、杯部がほぼ直線的に立上が り、稜を持って口縁部が垂直方

向に外反するもの (22・ l17・ 146・ 173)

d類 脚部が「ハ」の字に外反 し、杯部が内湾気味に立上が り、稜を持って口縁部が外方向に

外反するもの (29)杯部が内湾気味に立上が り、稜を持って口縁部が外方向に外反す

るもの (371)

e類 杯部下位で稜を持って口縁部が大きく緩やかに外反するもの (332)

f類 脚部が「ハ」の字に外反するもの (46・ 80。 82・ 83・ 101・ 319・ 372)

g類 脚部が「ハ」の字に外反し、端部で肥厚 もしくは上方に立上がるもの (81・ 96・ 106・

254 ・ 255 。 279 。 280 ・ 357 ・ 358)

脚裾部が屈曲して、内湾 しながら開くもの (131)

体部が直行 し、裾部、口縁部で外反 し、透 しを持たないもの (200。 366)b～ d類に

比べ造 りが粗雑である

b類 体部が短 く、裾部、口縁部に向けて外反 し、透 しを持つもの (36・ 84・ 125・ 126・

139 。 305)

c類 体部が短 く、裾部、口縁部に向けて外反し、透しを持ち、体部に沈線を数条施すもの (282)

体部が短 く、裾部、口縁部に向けて外反 し、透 しを持たず、体部に沈線を数条施す もの

(281)

d類  口縁部が垂直に外反 し、口唇部で三角状に立上が り、体部内面に突帯を持ち、透 しを持

つもの (47)

蓋・椀・ミニチュア土器

4期 の土器に共伴 して、蓋、椀、 ミニチュア土器が多 く出土 した。今回蓋 として取 り扱った

14・ 63・ 87・ 132・ 362の 内、つまみを持つ ものは 14のみで、他は鉢の可能性 も考えら

れる。ミニチュア土器は住居、貯蔵穴から多 く出土 してお り、 367が甕を小型化 した形を呈す

る他は、多様なバリエーションを見せる。

1期 は石川氏の Ic期 ～Ⅱa期 (前期後葉から中期前葉)、 2期 はⅡc期 (中期中葉 )、 3期

h類

器台

a類
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e

はⅢb期 ～Ⅳ期 (中 期末～後期初頭)、 4期 はV期 (後期前葉～後葉)に相当すると考えられ

る。

4期 においては高杯 (a～ c類→ d類 )、 器台 (a類→ b～ d類)へ形態変化することから

4期 中でも細分化が考えられるが、宮崎平野における弥生時代後期の甕の編年の系譜 (胴部径

の肥大化、底部の上げ底化)が 3期 と4期 では見 られるものの、 4期 内では共伴関係からそれ

を読み取ることはできなかった。また、甕 4h類、壺 4f類、器台 4c類は、瀬戸内系の特徴

を持ってお り、従来、宮崎平野における瀬戸内系土器の流入は本遺跡の 3期 (石川氏のⅣ期 )

のみに見られる特徴であることから、それらは本来ならば 3期 とすべ きものだが、 4期 の土器

と共伴 してお り、瀬戸内系土器は 3期 で途絶えずに、 4期 に入ってからもその特徴は僅かなが

らも残ると考えられる。また、壷 3c類 とした口縁部が T字 に肥厚 し、沈線を施すものも新田

原遺跡、中溝遺跡出上のそれらと比較するとT字の肥厚が退化傾向にある。また、甕 3b類 と

したものも胴部の張 りが 4期 的な特徴を持つ。以上のことから、壷 3c類、甕 3b類 も4期 に

なる可能性がある。

絵画土器について

本遺跡からは線刻の入った土器が 19点 出土 した。すべて壷に刻まれてお り、線のみのもの

(73・ 124。 246)、 記号的なもの (44・ 72・ 123。 182・ 276。 287・ 301,327・ 340)

絵画的なもの (62。 114・ 155・ 157・ 158・ 199。 203)に分類される。 246の みが 4期

で、他は 5期 と考えられる。線のみのもの、記号的なものは中岡遺跡を代表 とし、宮崎県内で

も類例は多い。 しかし、絵画的なもので も155。 157・ 199・ 203に ついては、幾種類 もの

線によって刻 まれてお り、単体のもの表現 している下那珂遺跡出土の「飛鳥」 を代表 とする、

県内の弥生時代後期後半 (石川氏 V期、下郷 4期 )の絵画土器よりもむしろ、畿内第Ⅳ様式的

な印象を受ける。 しかし弥生時代において、日向地方が畿内の影響を受けるのは畿内第V様式

(石川氏 V期、下郷 4期 )に入ってからが通例 となっているため、下郷遺跡出上の絵画土器が

畿内第Ⅳ様式の影響を直接受けたとは現段階では考えにくい。

線刻土器の内 155。 157・ 158は 貯蔵穴 18内 から7個配置された状態で出土 した壷の内の

3点 である。共伴 した土器は生活色の強い小型の甕が 3点で、高杯、器台は出上 しなかったた

め、祭祀儀礼に使用 したものかは解 らないが、線刻土器 も含めて 7個の配置された壺は他の遺

構から出土 した壷よりも明らかに造 りが丁寧であるため、やはり特別な壷であったと考えられ

る。

遺構について

住居

住居は 22軒検出された。多 くが削平されてお り、全体のプランがはっきり解るものが少なく、

現況で方形プランが 4軒、長方形プランが 7軒、方形間仕切 りが 1軒、台形プランが 1軒、不

定形プラン (住居 9。 16)が 2軒検出された。不定形プランを呈するものは他の遺構 との切
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り合い若 しくは他遺構 との切 り合いも考えられるが、土層断面での切 り合いでは確認すること

ができなかった。長方形プランを呈するものは、住居 1・ 2を 除いて、長軸方向の長さが 3.5

m以内と他遺跡で検出される住居 よりも小型である。出土遺物から住居 1～ 10・ 12～ 13・

15・ 16・ 19～ 22は 4期 と考えられる。

竪穴状遺構

竪穴状遺構は 25基検出された。方形 もしくは長方形プランを呈するが、住居にするにはあ

まりに小型であるものを竪穴状遺構 としたが、その中でも様々なバリエーシヨンがあり、それ

ぞれ遺構の性格 も違 うと考えられる。竪穴状遺構 1・ 22・ 24・ 25は方形プラン、楕円形プ

ランを呈するが、深 さが 70 cm以上 と深 く、下郷遺跡で検出された貯蔵穴 とあまり変わらず、

竪穴状遺構 22においては貯蔵穴 18の様に壷が置かれた状態で出土 しているため、以上の竪穴

状遺構は貯蔵穴的な性格のものだと考えられる。出土遺物から竪穴状遺構 1・ 6・ 13・ 14・

17・ 25は 3期 、竪穴状遺構 2・ 5。 24は 4期 と考えられる。また 3期 に比定 した竪穴状遺

構 13・ 14・ 17周辺には同タイプの竪穴状遺構が他に3基 (竪穴状遺構 15。 16。 18)あ り、

このタイプの竪穴状遺構が周辺に群集する状態になっているため、竪穴状遺構 15。 16。 18

についても3期 と想定できる。

貯蔵穴

貯蔵穴は 22基 (竪穴状遺構で貯蔵穴 としたもの も含む)検出された。北側 2段 ロテラス、

西側斜面部、東側の斜面部の 3箇所に群集 してお り、断面形が袋形、ビーカー形、壁面の一部

に膨 らみを持つものがあり、平面プランは円形、精円形、方形 (竪穴状遺構で貯蔵穴 としたも

の)を呈する。貯蔵穴 17は 3期、貯蔵穴 1・ 3～ 5。 7・ 16・ 18・ 19は 4期 と考えられる。

土坑

土坑は 31基検出された。出土遺物か ら、土坑 2が 1期、土坑 19が 2期 、土坑 28が 3期、

土坑 3・ 12・ 17・ 22は 4期 と考えられる。

環濠

環濠は 2重 に検出された。内側に位置する環濠 1～ 5(以後 内環濠)は底幅の狭い逆台形

もしくはV字形を呈する。外側に位置する環濠 7～ 9(以後 外環濠)は底幅の広い逆台形を

呈する。遺物量は、内環濠に比べ外環濠の方が圧倒的に多 く出土しており、内環濠では環濠 l。

5か ら 1期の遺物が底面から出土 してお り、環濠 2・ 3の埋土中からも 1期の遺物が中心に出

土 しているが、埋土上層からは 4期 の遺物 も出土 している。また内環濠は 3・ 4期 に相当する

別の遺構に多 く切 られている。よつて、内環濠は 1期 に掘 り込まれ、 3期の時代には土がある

程度堆積 し、環濠 としての役割を果たさなくなったと考えられる。

外環濠では 4期 の遺物を中心に大量に出土 してお り、 4期 に比べると僅かであるが、環濠 9

b・ dか ら322。 329等が出土 しているため、環濠 9については掘 り込まれた時期自体は 3期

の可能性がある。しかし、環濠 7。 8についてはほとんどが 4期 の上器で 3期 の土器は破片で

しか出土 しておらず、環濠 7、 環濠 9間 は現在谷部 となっているため、掘 り込まれた時期につ

いては若干の差があるとも考えられる。環濠 8に おいては弥生時代後期前葉 (石川氏 Va期、
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下郷 4期 の初め)に流入が考えられている畿内系のタタキ調整の甕 (甕 4g類 )と 免田系の長

頸壷でも古相の形態を呈するもの (289。 313)が共伴 して出土 しているため、その時期には

環濠 8は存在 していたと考えられる。外環濠の下層から出土する土器は 4期で終わってお り、

4期 を最後 として役割を果たさなくなったと考えられ、つまり蟷その時期が環濠集落の終焉だ

と考えられる。

環濠 10。 11は遺物が出土しておらず、後世の造成により遺構自体の残 りが悪く、内環濠と

外環濠のいずれに繋がるかが問題となるが、環濠が丘陵全体を完周するという前提に立つなら

ば、内環濠に繋がると考えられる。

環浜 6は環濠 10。 11の ような前提に立つならば、内環濠に繋がるものと考えられる。しか

し、環濠 6か ら大量に出土した土器は3期、 4期 になるものがほとんど (2期は小破片で流れ

込みと考えられる)で、 1期 に掘 り込まれ 3期 には役割をすでに果たしていなかったと考えら

れる内環濠とは時期的なずれが生じる。また環濠 6に 「環濠」という名称を与えたものの、環

濠 (溝)の ような形態をしておらず、 3つ のテラスが検出されたのみで溝の掘 り込みと断定で

きるものは確認できなかった。だが、環濠 llを 除いた他の内環濠が標高 29m前後に立地する

ことから、環涙 6の掘 り込まれてある斜面部分に内環濠と繋がる別の環濠が存在していたか、

谷地形という自然の要害を環濠として利用していたかが考えられる。また環濠 6は その想定さ

れる環濠に別の遺構を掘 り込んだと考えられる。内環濠と環濠 6・ 10。 11の 内側を1期、 2

期における集落とした場合、その面積は4,000だ となる。

環濠以外の遺構では内環濠が存在した 1期・ 2期 に相当する遺構は土坑 2・ 19の みで、そ

れ以外の遺構は外環濠の 3・ 4期 に相当している。遺跡中央部付近の礫層面までカットを受け

た部分にも弥生時代の遺構が存在していたことは間違いないため、一概に検出された遺構のみ

の量で遺跡の隆盛時期は計れないが、内環濠と外環濠とでは圧倒的に外環濠の遺物量が多 く、

その中でも4期 の遺物がほとんどであることから、下郷遺跡の隆盛時期は4期 (弥生時代後期

前葉～後葉)だつたと考えられる。しかし、 1期 においても環濠を造る程の大土木工事を行っ

ているため、礫層面部分にその時代の生活遺構が多数あったと考えられる。

また外環濠の環濠 7・ 8の東側の続き、環濠 9の南側の続きについては後世の造成によって

全 く不明となっている。下郷遺跡の立地する丘陵の南側には標高約 26m(最高 28。 5m)の
下郷遺跡よりも広大で比較的フラットな丘陵 (第 2図参照)が存在しており、外環濠はその南

側の丘陵へ延び、その丘陵上を巡っていた可能性がある。つまりは3期、 4期 における集落

は下郷遺跡の立地する丘陵にだけでなく南側の丘陵にも展開していたと考えられ、外環濠の

立地する標高 26～ 27m付近の高さで南側にも環濠が巡っていると仮定した場合、その面積は

31,000ポ と広大なものとなり、この時期の周辺地域の製点的な集落として充分考えられる。

下郷遺跡南東部裾部分の宮崎大学茶園遺跡からは下郷 1期、 2期、茶園遺跡の東側に位置す

る垣下遺跡からは下郷 1～ 3期の遺物が出土しており、 2遺跡ともに半径 300m以内に位置し

ており、 2遺跡から出上した遺物は下郷遺跡に住んでいた集団によってもたらされた可能性が

高く、また下郷遺跡の北北東約 1.6 kmの位置の低地帯 (標高約 10m)に弥生時代後期後半の
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遺物が大量に出土 した黒太郎遺跡 (調査面積約 500♂ 現在は水田地帯)があり、住居は検出

されなかったものの、集落の一部 と想定される周溝状遺構、柱穴、溝状遺構が検出された。下

郷遺跡 と同時期の存在 も考えられ、拠点集落の下郷遺跡が周辺地域にどれ程の影響力を及ぼし

ていたかが問題 となる。(註 2)ま た、大淀川下流域には下郷遺跡以外に石ノ迫第 2遺跡、塚

原遺跡 (国富町、大淀川支流本庄川)の 2つ の環濠集落があり、台地 もしくは丘陵縁辺部の平

野を望む下郷遺跡 と似た位置に立地 している。 2遺跡 ともに弥生時代中期中葉～後期後半に位

置付けられる集落で、それらが周辺地域の拠点集落として繁栄 した時期 とはぼ同時期に下郷遺

跡 も存在 してお り、特に大淀川を挟んで西に約 3 kmに 位置する石ノ追第 2遺跡 (註 3)と 下郷

遺跡は密接な関係があると考えられ、今後、その遺跡間の比較検討をすることを課題 としたい。

また、環濠集落としての下郷遺跡は弥生時代後期後半を最後 とし、それ以降古墳時代の遺物

は数点出上 しているのみで集落は衰退 もしくは移転 したと考えられ、その原因、集団の動向に

ついては、今後の研究、調査例を待ちたい。

最後になりましたが、梅雨の時期、真夏の暑い時期に発掘調査に従事 して頂いた作業員の皆

様方に心からお礼を申し上げたいと思います。     )

(註 1) 参考文献以外に、平成 10年 11月 宮崎考古 36回例会の発表資料 も参考

(註 2)平 成 11年度報告書刊行予定

(註 3)平 成 10年度報告書刊行予定
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図版 3

北側1段 日・2段 ロテラス

(上空より)

図版 4

環濠 1周辺 (上空より)

-113-



Ａ
Ч

図版 5

環濠 4・ 9周辺

(上空より)

図版 6

環濠 6周辺 (上空より)



図版7

環濠3土層断面

図版8

環濠3周辺

図版9

環濠6遺物出土状況①

―H5-



図版10

環濠6遺物出土状況②

図版11

環濠6完掘状況①

図版12

環濠6完掘状況②



図版13

環濠7遺物出土状況

図版司4

環濠7、 8合流点遺物出土状況
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環濠9、 貯蔵穴2・ 20

ギ
一韓
み

魂一，
ｉ



図版16

環濠9g遺物出土状況

図版17

住居1・ 2遺物出土状況

図版18

住居4遺物出土状況



図版19

住居9遺物出土状況

図版20

住居15遺物出土状況

図版21

住居20遺物出土状況
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図版22
住居21遺物出土状況

図版23

竪穴状遺構2、 土坑2完掘状況

図版24
竪穴状遺構6ダ堀状況
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図版25
竪穴状遺構13遺物出土状況
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竪穴状遺構15遺物出土状況

竪穴状遺構24遺物出土状況①



図版28
竪穴状遺構24遺物出土状況②

図版29

貯蔵穴1遺物出土状況

図版30
貯蔵穴4、 竪穴状遺構7
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図版31

貯蔵穴8・ 15。 16、

土坑9遺物出土状況

図版32

貯蔵穴18遺物出土状況①

図版33

貯蔵穴18遺物出土状況②
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図版34
貯蔵穴刊9遺物出土状況①

図版35

貯蔵穴19遺物出土状況②

貯蔵穴19遺物出土状況③
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図版37
土坑8遺物出土状況

図版38

集石遺橋 1
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図版39

集石遺構2
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図版40
集石遺構3

図版41

集石遺構4
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